
全
均
支
局
、
先

第
三
十
四
巻
第
二
蹴

昭
和
五
十
年
九
月

震
行

レ
イ
・

オ
ズ
ボ

l
ン
艦
隊
事
件
の
外
交
史
的
意
義
に
つ
い
て

井

上

裕

正

は
じ
め
に

一

鑑
隊
事
件
の
経
過

二

舷
際
事
件
の
分
析

村

健

除

事
件
と
総
税
務
司

同

十
三
ヶ
僚
の
同
意
書
に
つ
い
て

小

結

-1-

は

じ

め

に

ア
ヘ

ン
戦
争

(
一
八
三
九
l
四
二
年
)
以
後
、
列
強
資
本
主
義
の
所
謂

「
ウ
エ
ス
タ

ン・

イ
ン
パ
ク
ト一

に
よ
り
、

①
 

制
」
の
放
棄
を
除
儀
な
く
さ
れ
、
不
卒
等
な

「倹
約
鐙
制
」
下
に
「
宇
植
民
地
」
化
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
。

「
ウ
エ
ス
タ
ン

・
イ

ン
パ

ク

ト」

に
封
す
る
清
朝
政
権
の
封
躍
は
、
外
匪
が
強
ま
れ
ば

「和
卒
源
」
の
謹
言
力
が
強
ま
り
、
外
歴
が
弱
ま
れ
ば

「
主
戦
源
」
の
そ
れ
が
強
ま

②
 

る
と
い
う
綴
過
を
辿
っ
た
。

中
園
は
従
来
の

「朝
貢
睦

165 
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ア
ロ

l
獄
事
件
ご

八
五
七
年
)
後
、
外
嵯
が
急
一巡
に
強
ま
る
な
か
で
外
交
の
指
導
権
を
掌
握
し
た
の
は
、
恭
親
王
突
折
、
佳
良
、
文
鮮
ら

③
 

「和
卒
涯
」
で
あ
っ
た
。
ま
ず
彼
ら
は
、
「
和
卒
採
」
を
機
構
化
し
た
も
の
と
も
い
う
べ
き
総
理
各
園
事
務
街
門
を
設
立
せ
し
め
た
(
一
八
六

一

④
 

年
一
月
)
。
威
盟
帝
の
死
後
、
彼
ら
は
恰
親
王
、
問
順
ら

「
主
戦
一以
」
を
ク
ー
デ
タ

ー

で
失
脚
さ
せ
、
北
京
政
府
の
中
植
を
ほ
.ぼ
掌
中
に
牧
め

た

(
同
年

二

月
)
。
総
理
各
国
事
務
街
門
(
以
下
、
『
総
理
街
門
』
と
略
税
)

⑤
 

「恭
親
王
政
権
」
が
誕
生
し
た
。

の
首
席
で
あ
っ
た
恭
親
王
は
議
政
王
、
軍
機
大
臣
を
粂
ね
、

所
謂

ァ、

通
商
上
の
諸
擢
利
を
要
求
す
る
イ
ギ
リ

ス

外
園
の
軍
事
的
優
位
を
率
直
に
認
め
、
外
交
交
渉
に
参
劃
し
て
き
た
「
和
平
仮
」
は
現
貫
主
義
者
で
あ
っ
た
。
領
土
問
題
を
有
す
る

ロ
シ⑥

 

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
の
賦
尾
に
付
す
ア
メ
リ
カ

・
フ
ラ
ン
ス
の
順
で
彼
ら
は
警
戒
と
そ
し
た

が
、
諸
外
園
は
天
津
候
約

ご

八
五
八
年
)
・
北
京
協
定
(
一
八
六

O
年
)
で
所
期
の
目
的
を
一
躍
達
し
た
と
判
断
し
て
、

総
じ
て
釘
外
闘
係
を
祭

⑦
 

問
視
し
た
。

⑧
 

彼
ら
が
最
も
重
視
し
た
の
は
「
心
腹
の
害
」
で
あ
る
太
平
天
国
を
鎮
座
す
る
ζ

と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
が
外
政
と
の
比
較
に
お

- 2 ー

い
て
内
政
を
重
視

・
優
先
さ
せ
た
こ
と
は
、
太
卒
天
国
を
鎮
座
す
る
た
め
に
は
諸
外
圏
の
援
助
を
受
け
る
ζ

と
も
僻
さ
な
い
と
い
う
政
策
を
導

き
だ
す
の
に
充
分
な
素
地
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て、

列
強
資
本
主
義
の
先
頭
を
き
っ
て
い

た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る。

イ
ギ
リ
ス
は
絶
え
ず
中
園
の
外
園
貿
易
中
に
濁
占
的
地
位
を
占
め

て
い
た
。
例
え
ば
一
八
六
四
年
に
は
、
中
園
の
外
圏
貿
易
中
、
稔
入
総
額
の
八
九

・
六
%
、
総
出
総
額
の
八
七

・
七
%
を
イ
ギ
リ
ス
が
占
め
て

⑨
 

い
た
。
嘗
該
段
階
の
中
園
を
鏡
る
園
際
関
係
が
中
英
関
係
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
た
所
以
は
、
中
英
聞
の
か
か
る
経
済
関
係
に
由
来
し
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
が
最
も
苦
心
し
た
の
は
棉
製
品
の
稔
出
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
棉
布
生
産
は、

⑩
 

一
年
の
時
黙
で
圏
内
市
場
が
確
立

・
充
足
し
、
過
剰
生
産
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
。
産
業
資
本
家
の
稔
出
意
欲
は
中
園
市
場
を
ク
ロ
ー
ズ

・
ア
ッ

封
中
園
貿
易
に
あ
っ
て
、

一
八
二
九
|
三

プ
さ
せ
た
。
現
貧
に
は
棉
製
品
の
中
因
縁
出
は
伸
び
悩
み
、
ア
へ
ン
貿
易
で
帳
尻
を
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
園
市
場
に
劃
す
る
彼

ら
の
期
待
は
依
然
と
し
て
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
‘
な
ぜ
な
ら
、
中
園
の
庚
大
友
領
土
と
尼
大
な
人
口
と
が
中
圏
の
市
場
性
と
直
線
的
に



結
び
つ
け
ら
れ
、
中
国
市
場
の
ポ
テ
ィ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
は
非
常
に
高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
嘗
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
強
固
に
形
成
さ
れ
て
加

た
か
ら
で
あ
る
。

と
と
に

ζ

そ
、
道
光
・
威
豊
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
が
、
匪
倒
的
な
海
軍
力
の
行
使
を
と
も
な
う
強
硬
路
線

⑪
 

(
砲
艦
政
策
)
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
理
由
が
あ
る
。

と
と
ろ
が
一
八
五

0
年
代
末
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
修
正
す
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

か
の
有
名
な
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報

告
書
(玄
H
R
Z
}一
月
四
U
O
Z)

で
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル

(
芦
田
・
百
円
n
Z一一)
は
棉
製
品
稔
出
不
振
の
原
因
を
中
園
市
場
の
性
格
そ
J

も
の
に
求

め
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
修
正
、
む
し
ろ
否
定
し
た
。

ζ

れ
以
後
、
「
い
わ
ば
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
的
思
考
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
十
九
世
紀

⑫
 

後
半
の
英
圏
外
務
省
の
封
華
政
策
を
規
定
」
す
る
こ
と
に
な
る
。

の
積
極
外
交
・
軍
備
擦
張
に
終
止
符

⑬
 

を
打
つ
緊
縮
財
政
決
議
が
議
舎
を
通
過
し
(
一
八
六
二
年
)
、
「
安
債
な
政
府
」
の
政
策
が
寅
現
さ
れ
始
め
て
い
た
。

眼
を
イ
ギ
リ
ス
の
圏
内
事
情
に
将
ず
れ
ば
、
恰
度
ζ

の
頃
、
パ

1
マ
ス
ト
ン

(円、

o
E
司
同
一
ヨ
巾
『
印
円
。
ロ
)

一
八
六

0
年
代
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
砲
舷
政
策
に
か
わ
る
新
し
い
中
園
政
策
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

-3-

舷
除
事
件
の
経
過

一
八
五
0
年
代
末
か
ら
六

0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
中
英
雄
又
方
に
以
上
述
べ
た
よ
う
な
新
し
い
捷
化
が
み
ら
れ
た
。
小
論
の
テ

l
マ
で
あ

る
レ
イ

・
オ
ズ
ボ
l
ン
艦
隊
事
件
は
、

ζ

の
よ
う
な
繁
化
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
レ
イ
・
オ
ズ
ボ

I
ン
艦
隊
事
件
(
以
下
、
『
舷
除
事
件
』
と
略
稀
)
の
経
過
を
跡
付
け
る
と
と
に
し

ト

A
R
Aノ。

⑩
 

西
暦
一
八
六
一
年
七
月
四
日
(
威
盟
十
一
年
五
月
二
七
日
)
、
設
立
ま
も
な
い
総
理
街
門
は
ひ
と
つ
の
上
奏
文
を
た
て
ま
つ
っ
た
。
上
奏
文
は
現

今
内
外
の
情
勢
分
析
に
始
ま
る
。
先
述
の
如
き
内
政
重
税
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
今
回
は
特
に
外
政
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
貼
に
特
徴
が
あ
る
。

167 

伏
思
外
憂
内
患
、

至
今
己
極
。
暫
諸
木
腐
轟
生
、
善
治
者
必
先
培
養
根
本
、
摂
本
国
而
義
賊
自
治
。
臣
雄
一
寸緋
理
外
闘
各
事
、

不
過
治
其
校
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⑮
 

菜
、
而
一弘賊
宋
能
量
去
、
非
抜
本
塞
源
之
方
也
。

と
云
い
、
或
は、

臣
等
伏
査
、
外
憂
問
一内
患
、
相
篤
僑
伏
。
賊
勢
強
則
外
園
経
視
中
園
、
而
押
侮
之
心
起
。
賊
勢
衰
一
則
中
園
控
制
外
圏
、
而
帖
伏
之
心
弘

と
云
う
。
外
憂
の
除
去
は

「枝
葉
」
で
あ
っ
て
、
「
根
本
」
は
内
患
の
除
去
で
あ
る
。
内
患
を
除
去
す
れ
ば
、
外
憂
も
な
く
な
る
。
乙
れ
が
抱

理
街
門
の
主
張
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
外
政
措
嘗
の
纏
理
街
門
に
と
っ
て
も
、
内
患
の
除
去
と
い
う
内
政
問
題
は
坐
視
で
き
な
い
最
重
要
案
件
だ

と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
内
患
と
は
勿
論
、

太
卒
天
固
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

⑫
 

上
奏
文
を
績
け
よ
う
。
太
卒
天
国
鎮
座
の
現
状
を
観
る
と
、
揚
子
江
に
お
け
る
海
軍
力
の
不
備
に
問
題
が
あ
り
、
増
強
の
必
要
性
が
痛
感
さ

れ
る。

し
か
し
、
造
舶
に
は
歳
月
を
要
す
る
。
舶
は
西
洋
式
の
蒸
気
舶
が
望
ま
し
い
が
、
現
在
江
蘇
省
に
二
隻
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
戦
鑑

⑮
 

で
は
な
い
。
し
か
も

一
隻
は
損
壊
し
て
い
る
。
以
上
の
現
吠
分
析
を
前
提
に
、
西
洋
式
艦
隊
を
外
園
よ
り
購
入
し
て
太
平
天
国
銀
座
に
投
入
す

る
と
い
う
計
劃
を
、
上
奏
文
は
提
唱
し
て
い
く
。
と
れ
が
艦
隊
事
件
の
設
端
で
あ
る
。

西
洋
式
舷
除
を
購
入
す
る
と
い
う
計
劃
(
以
下
、
『
縦
隊
計
劉
』
と
略
稀
)
を
提
唱
す
る
総
理
街
門
は
、
総
税
務
司
代
理
ロ
パ

I
ト
・
ハ
ー
ト

- 4 

か
ら
得
た
西
洋
式
蒸
気
舶
に
閥
す
る
知
識
を
紹
介
し
、
併
せ
て
揚
子
江
の
よ
う
な
内
河
の
場
合
で
は
大
型
船
よ
り
も
小
型
船

⑮
 

か
ら
成
る
小
舷
除
の
方
が
有
炊
で
あ
り
、
か
つ
経
費
も
数
十
寓
雨
で
足
る
と
報
告
し
て
い

る。

ま
た
、
艦
隊
購
入
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
洋
薬

@
 

(
ア
へ
と
か
ら
の
税
牧
入
を
割
嘗
て
る
が
、
嘗
面
、
上
海
・
康
東
の
閥
税
牧
入
で
立
て
替
え
る
と
し
た
。
艦
隊
計
劃
に
劉
す
る
上
議
(
一
八

(
問
。

σ巾
「
門
出
向
円
円
)

六
一
年
七
月
七
日
)
に

@
 

所
講
購
買
外
洋
舶
砲
一
摺
、
本
日
復
議
令
官
文
等
、
審
議
緋
理
。
欽
此
。

と
み
え
、

首
時
、
太
平
天
国
銀
座
に
従
事
し
て
い
た
湖
庚
総
督
官
文
ら
に
事
の
審
議
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
の
後
、
総
理
街
門
は
計
劃
の
寅
施
に
備
え
、
ハ
ー
ト
と
具
践
的
な
計
劃
内
容
を
練
っ
て
い
た
が
、
他
方
、
北
京
政
界
に
於
い
て
も
、
御
史

⑫

@
 

税
理
庭
の
奏
文
ご
八
六
一
年
二
月
一
一
一
一
日
受
理
)
、
或
怯
刑
部
向
書
趨
光
の
奏
文
(
一
八
六
二
年
二
月
七
官
受
理
)
に
窺
え
る
よ
う
に
、
西
洋
式



兵
船

・
兵
器
の
購
入
、
或
は
外
園
の
武
力
援
助
受
け
入
れ
に
封
す
る
要
請
が
相
綴
ぎ
、
般
隊
計
劃
の
貫
現
に
有
利
な
情
勢
を
醸
し
だ
し
て
M
い

た
。
そ
し
て
、
か
か
る
情
勢
を
決
定
的
に
し
、
艦
隊
計
劃
の
質
現
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
が
、
太
卒
軍
の閉山
T

波
占
領
(
一
八
六
一
年
一
二
月
九
日
)
、

@
 

杭
州
占
領
(
同
年
同
月
二
九
日
)
で
あ
っ
た
。
総
理
街
門
は
一
八
六
二
年
二
月
一
九
日
受
理
の
奏
文
に
於
い
て
、
艦
隊
計
劃
の
寅
施
を
太
卒
軍
の

寧
波

・
杭
州
占
領
と
閥
係

e

つ
け
て
推
奨
し
、
ま
た
、
江
蘇
巡
撫
際
換
に
も
計
劃
貫
現
へ
の
見
込
み
が
あ
る
よ
う
だ
と
述
べ
て
、
艦
隊
計
劃
の
具

@
 

鰻
化
を
醇
換
と
ハ

1
ト
に
命
ぜ
ら
れ
ん
と
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
蛍
時
、
太
卒
軍
が
海
上
よ
り
北
京
を
攻
撃
す
る
と
い
う
風
説
も
あ
り
、

皇
帝
も
今
回
の
上
奏
に
は
だ
い
ぶ
心
を
動
か
さ
れ
た
よ
う
で
、
同
日
の
上
識
に
、

前
因
杭
州
・
寧
波
等
府
失
守
、

⑧
 

沿
海
各
口、

宜
加
防
範
。
議
令
降
燥
等
、
将
購
買
外
園
船
砲
、
速
器
緋
理
。

と
あ
り
、
艦
隊
計
劃
は
ζ

こ
に
皇
帝
の
裁
可
を
え
、

そ
の
貫
施
が
酵
機
ら
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
首
時
、
江
蘇
巡
撫
辞
燥
が
駐
街
し
て
い

た
上
海
が
折
か
ら
太
卒
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
欝
鳩
燃
は
軍
務
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
、
艦
隊
計
劃
の
具
韓
化
は
改
め
て
南
康
総
督
努
崇
光
に
委
任
さ

@
 

れ
た
の
で
あ
る
。

州
労
崇
光
は
ハ

l
ト
と
商
議
し
た
結
果
、
西
洋
式
兵
船
七
隻
の
購
入
を
決
定
し
、

@
 

そ
の
費
用
は
六
十
五
高
雨
と
見
積
ら
れ
た
。
ま
た
、
経
費
財

- 5ー

源
に

つ
い
て
は
総
理
街
門
の
原
案
通
り
、
最
終
的
に
は
ア
へ
ン
か
ら
の
税
牧
入
を
嘗
て
る
が
、
取
り
敢
え
ず
諸
海
開
の
税
牧
入
で
立
て
替
え
る

@
 

ζ

と
と
決
定
し
た
。
と
と
に
、

勢
崇
光
と
艦
隊
計
劃
の
最
終
決
定
を
完
了
し
た
ハ

1
ト
は
、

一
八
六
二
年
三
月
一
四
日
付
の
手
紙
で
、

病
気
療

養
の
た
め
、
嘗
時
イ
ギ
リ
ス
に
開
園
し
て
い
た
紹
税
務
司
ホ
レ
イ
シ
オ
・
ネ
ル
ソ
ン
・
レ
イ

@
 

び
に
編
成
を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。

(国
O
門
田
巴

o
z
m
z
oロ
円
、
同
一
『
)

に
、
艦
隊
の
購
入
並

依
頼
を
受
け
た
レ
イ
は
早
速
と
の
計
劃
を
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
説
明
し
て
同
意
を
求
め
た
が
、
そ
の
際
、
艦
隊
計
劃
の
目
的
は
、
第
一
に
、

錫
子
江
流
域
を
清
朝
政
府
の
統
制
下
に
置
き
、
-
内
河
に
お
け
る
通
商
上
の
安
全
を
確
保
す
る

ζ

と
、
第
二
に
、

@
 

と
、
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
と

の
計
劃
の
寅
行
に
あ
た
り
、
第

一
に
、

沿
海
の
海
賊
を
討
伐
す
る
こ

一
八
五
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
全
権
香
港
総
督
ボ
ウ
リ
ン
グ

(ω同
『

」

o
yロ
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∞O
名
門

gm)
が
謹
布
し
た
中
立
篠
令
を
撤
帰
服
す
る
と
と
、
第
二
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
武
官
並
び
に
臣
民
が
中
園
政
府
に
一雇一
周
さ
れ
る
と
と
に
針
し
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て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
承
認
を
興
え
る
と
と
を
、

@
 

不
可
飲
な
前
提
燦
件
と
し
て
レ
イ
は
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

般
隊
計
劃
に
基
本
的
に
同
意
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は

レ
イ
が
要
求
し
た
二
つ
の
前
提
傑
件
に
つ
い
て
、
各
関
係
官
聴
に
倹
討
を
要
請
す

ま
ず
第

一
の
貼
に
つ
い
て
は
、
現
在
中
園
に
関
し
て
数
力
を
鼓
し
て
い
る
中
立
傑
令
は
存
在
し
な
い
と
い
う
植
民
省
の
見
解

@
 

に
よ
り
、
艦
隊
計
劃
の
貫
施
に
伴
な
う
法
律
上
の
障
碍
は
取
り
除
か
れ
た
。
ま
た
第
二
の
黙
に

つ
い
て
も
、
外
務
省

・
内
務
省

・
法
務
省
等
で

@
 

検
討
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
政
府
の
承
認
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る。

る
。
そ
の
結
果
、

政
府
の
承
認
は
、

一
八
六
二
年
八
月
三

O
日
の
植
密
院
敷
令
(。
丘

2
5
(VO
C
E巳
)

@
 

に
よ
っ
て
正
式
に
護
表
さ
れ
、
同
時
に
、
レ
イ
と

も

@
 

布
告
S
Z
ω
Z
E
a
o各
局
ロ
)
が
艦
隊
の
司
令
官
に
任
命
さ
れ
、
レ
イ
と
と

菖
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
海
軍
大
佐
シ

ェ
ラ
ル
ド
・
オ
ズ
ボ

l
ン

あ も
る@に
。艦

隊
編
成
に
奔
走
す
る
ζ 

と
に

な
る

と
の
艦
隊
が
『
レ
イ
・
オ
ズ
ボ

1
ン
艦
隊
』

(
F
ミ・
0
島
O
『ロ『
J
O
B
-釦
)

の
名
で
呼
ば
れ
る
所
以
で

艦
隊
編
成
を
進
め
て
い
た
レ
イ
と
オ
ズ
ボ
l
ン
は
、

⑨
 

蓄
を
交
わ
し
た
。

と
の
同
意
書
が
後
に
舷
除
事
件
の
焦
鮎
と
な
る
の
だ
が
、

一
八
六
三
年
一
月
一
六
日
、

ロ
ン
ド

ン
に
て
、
艦
隊
運
営
に
闘
す
る
十
一ニ
ヶ
傑
の
同
意

- 6 ー

そ
の
詳
し
い
分
析
に
つ
い
て
は
次
章
に
一
譲
る
。
要
す
る
に

と
の
同

意
識
闘
で
は
、
オ
ズ
ボ

1
ン
を
司
令
官
と
し
、
命
令
は
中
閣
皇
帝
か
ら
レ
イ
を
通
じ
て
オ
ズ
ボ

1
ン
に
停
達
さ
れ
る
と
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

@
 

後
事
を
オ
ズ
ボ

l
ン
に
託
し
た
レ
イ
は
一
八
六
三
年
三
月
五
日
、
中
園
へ
向
け
て
出
費
し
た
。
奇
し
く
も
と
の
目
、
艦
隊
の
誇
畑
ソ
と
考
え
ら

れ
た
江
蘇

(穴

320)
践
が
進
水
し
た
の
で
あ
る
品

同
年
四
月
一
西
日
、

香
港
に
到
着
し
た
レ
イ
は
、
五
月
一
日
に
上
海
に
立
ち
寄
り
、
そ
ζ

か
ら
ハ

l
ト
と
一
緒
に
北
京
へ
赴
い
%
北
京
到

@

⑬

 

着
は
六
月
一
日
で
あ
る
。
そ
し
て
六
月
三
日
、
線
税
務
司
レ
イ
と
し
て
は
最
初
で
最
後
と
な
っ
た
恭
親
王
と
の
舎
見
を
行
な
い
、
緩
い
て
同
月

二
百
に
例
の
十
三
ヶ
僚
の
同
意
書
を
中
園
文
に
璽
辞
し
て
総
理
街
門
に
提
出
し
た
の
で
あ
弘

し
か
し
、
十
一
二
ヶ
僚
の
同
意
書
を
総
理
街
門
が
承
認
す
る
は
ず
は
、
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
と
の
間
中
園
側
で
は
、

来
た
る
べ
き
艦
隊
の

@
 

司
令
官
並
び
に
乗
組
員
に
関
し
て
、
論
議
の
末
、
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
園
側
の
決
定
と
し
て
は
、
嘗
時
太
卒
天
国
銀
鹿

κ
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レイ・オズボーン艦隊の構成

|原 名|命レイによ名る|命清朝名の|出 所|種 類!噸敏|馬力

1 I Mohawk |金釜 |英 臨 海軍|砲 鑑| 150 

2 I Africa I Chin |一統l M 
" 200 

3 I ]asper |既成| " " 80 

I Ke叫 SOO |鎖 呉 |新たに 建造 l " 300 

I Kwangtung I百 号| " " 150 

1 Tientsin |三術l " " 80 

7 IB山同 |徳 勝|民間より購入 |軍用品運糊!

1陣 し

嘗
っ
て
い
た
雨
江
繕
督
曾
園
藩
の
意
見
が
裁
可
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
乗
組
員
は
、
操

縦
士
と
ボ
イ
ラ
ー
係
に
西
洋
人
三
乃
至
四
人
を
配
置
す
る
ほ
か
、
す
べ
て
盛
田
園
藩
磨
下
の
楚

軍
(
湘
き
か
ら
選
ヤ
艦
陵
の
司
令
官
に
つ
い
て
は
、
総
司
令
官
に
湘
軍
水
師
の
提
督
衡

〔出典JS.F. Wright. ot. cit.， p. 231，並びに，海防措，第189統文，頁 168-169

記
名
線
兵
茶
園
鮮
、
各
舶
の
司
令
官
に
は
、
盛
永
清
・
実
俊
・
欧
陽
芳
・
郵
秀
枝
・
周
文
鮮

@
 

・
禁
固
喜
・
郭
得
山
の
七
名
を
任
命
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
の
決
定
は
一
見
し
て

明
ら
か
な
よ
う
に
、
艦
隊
の
「
湘
軍
」
化
、

つ
ま
り
、
艦
隊
へ
の
曾
園
藩
の
統
制
を
承
認
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
理
街
門
が
十
三
ヶ
僚
の
同
意
書
を
承
認
で
き
る
は
ず

は
・な
か
っ
た
。
総
理
街
門
は
同
意
書
に
射
し
て
「
再
四
駁
詰
」
し
た
結
果
、
妥
協
案
と
し
て

⑬

⑮

 

『
輪
舶
章
程
』
を
奏
請
し
、
皇
帝
の
裁
可
を
得
る
。
そ
の
第
一
俊
に
よ
れ
ば
、
艦
隊
の
線
司

- 7 ー

(
鴛
同
総
統
)

令
官
に
は
中
園
人
の
武
官
を
任
命
し
、
オ
ズ
ボ
l
ン
は
任
期
四
年
の
副
司
令
官

@
 

に
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ズ
ボ

1
ン
は
、
用
兵
地
方
の
総
督
・
巡
撫
の
統
制
下
に
置
か@

 

れ
、
用
兵
に
つ
い
て
も
随
時
に
督
撫
と
面
曾
協
議
し
、
中
園
側
の
主
導
下
に
従
う
べ
き
ζ

と

が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
輪
舶
章
程
』
が
裁
可
さ
れ
た
の
は
一
八
六
三
年
七
月
八
日
の
乙
と
で
あ
る
が
、
遅
れ
て

同
年
九
月
に
艦
隊
を
伴
っ
て
上
海
に
到
着
し
た
オ
ズ
ボ
l
ン
は
、
『
輪
舶
章
程
』
の
成
立
を

@
 

恭
親
王
の
手
紙
(
七
月
八
日
付
)
で
通
知
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
十
一
ニ
ヶ
傑
の
同
意
書
が
承

@
 

認
さ
れ
、
な
け
れ
ば
艦
践
を
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
恭
親
王
に
返
答
す
る
と
同
時
に
、
自
分

の
採
る
べ
き
行
動
及
び
艦
隊
の
慮
置
を
駐
華
イ
ギ
リ
ス
公
使

e

ブ
ル
ー
ス

@
 

の
判
断
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ス
は
艦
隊
を
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

(ωF『
司
『
巾
仏
巾
吋

Fnr

∞
司
ロ
ロ
巾
)
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う
オ
ズ
ボ

1
ン
の
意
見
に
賛
同
し
な
が
ら
も
、
艦
隊
の
慮
置
に
つ
い
て
は
本
園
か
ら
の
指
令
を
待
つ

こ
と
に
し
か
日

ζ
ζ

に
至
っ

て、

続
隊
計

劃
は
艦
隊
事
件
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
が
、
そ
の
危
倶
を
さ
ら
に
強
め
る
要
因
が
加
わ
る
。

駐
華
ア
メ
リ
カ
公
使
バ

1
リ
ン
ゲ

1
ム

(
〉
ロ
印
O
口

∞
己
『
一
回
ロ
岡
山
ヨ

巾
)

の
介
入
が
そ
れ
で
あ
る
。

の
最
中
に
あ
り
、
パ

1
リ
ン
ゲ

1
ム
は
、
解
散
さ
れ
る
艦
隊
が
中
園
に
い
る
と
考
え

@
 

一
八
六

一
年
五
月
一
三
日
以
来
、
南
北
戦
争
に
針
し
て
中
立
を
宣
言
し
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
に、

@
 

舵
隊
を
即
時
中
園
よ
り
撤
回
す
る
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
か
か
る
警
告
を
受
け
た
，
ブ
ル
ー
ス
は
、

事
態
の
重
要
性
を
知
り
な

@

@
 

が
ら
も
、
艦
隊
事
件
の
矢
面
に
立
つ
こ
と
を
極
力
避
け
た
。

ζ

ζ

に
総
理
街
門
は
バ

l
リ
ン
ゲ

1
ム
に
調
停
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
、
艦
隊
は

ア
メ
リ
カ
は
南
北
戦
争
(
一
八
六
一
|
六
五
年
)

@
 

ら
れ
た
南
軍
の
手
に
渡
る
ζ

と
を
恐
れ、

嘗
時
、

解
散
さ
れ
、
即
刻
中
園
近
海
か
ら
撤
回
さ
れ
る
と
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
園
に
回
航
し
た
八
隻
の
う
ち
、

@
 

り
四
隻
は
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
へ
と
撤
回
さ
れ
、
結
局
、
中
園
に
は
一

隻
も
残
さ
れ
る
と
と
は
な
か
っ
た
。

四
隻
は
イ
ギ
リ
ス
へ
、
残

艦
隊
の
解
散

・
撤
回
が
決
定
さ
れ
た
後
、
恭
親
王
は
、
今
回
の
艦
隊
計
劃
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
示
し
た
厚
誼
に
封
し
て
謝
意
を
表
わ

@
 

す
と
同
時
に
、
特
に
オ
ズ
ボ

1
ン
に
封
し
て
は
、
そ
の
霊
力
に
感
謝
し
、
俸
給
の
ほ
か
に
謝
峰
金
一
高
雨
を
給
興
し
た
。
他
方
、
レ
イ
は
、

つ
い
や

@

「
J

耐
跡
事
は
弓
詐
に
し
て
、
以
て
虚
し
く
矩
款
を
際
す
を
致
す
。
買
に
姑
容
し
難
し
」
と
さ
れ
、

線
税
務
司
を
解
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

@
 

が
あ
ら
た
に
総
税
務
司
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

- 8 ー

ハ
ー
ト

艦
隊
事
件
の
分
析

艦
隊
計
劃
が
最
終
的
に
決
定
さ
れ
た

一
八
六
二
年
二
月
か
ら
、
艦
隊
が
解
散
・
撤
回
さ
れ
た
翌
年
一

O
月
ま
で
、

@
 

除
事
件
の
期
間
と
看
倣
す
乙
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

お
よ
そ
一
年
八
ヶ
月
を
艦

ハ
ー
ト
が
イ
ギ
リ
ス
の
レ
イ
に
艦
隊
編
成
を
依
頼
し
た
一
八
六
二
年
三
月
か
ら
、

レ
イ

が
中
闘
に
回
航
し
た
翌
年
五
月
ま
で
の

一
年
二
ヶ
月
は

一
方
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

レ
イ
と
オ
ズ
ボ

I
ン
と
に
よ
っ
て
舷
際
の
編
成
が
進
め
ら

れ
、
他
方
中
園
に
・
お
い
て
は
、
艦
隊
の
司
令
官
・
乗
組
員
等
に
就
き
論
議
・
決
定
が
な
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
。
と
の
聞
に
お
け
る
讐
方
の
相
反



す
る
決
定
が
後
に
問
題
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
こ
の
時
貼
で
は
計
劃
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
「
事
件
」
の
性
格

は
・
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
艦
隊
計
劃
が
「
事
件
」
化
し
た
の
は
、

レ
イ
が
十
三
ヶ
燦
の
同
意
書
を
総
理
街
門
に
提
出
し
拒
絶
さ

れ
た
一
八
六
三
年
六
月
か
ら
、
艦
隊
が
解
散
・
撤
回
さ
れ
た
同
年
一

O
月
ま
で
の
わ
ず
か
四
ヶ
月
に
す

、ぎ
な
い
、
ま
た
、
艦
隊
計
劃
に
は
中

園
・
イ
ギ
リ
ス
雨
政
府
が
無
論
開
興
し
て
い
た
が
表
面
上
は
あ
く
ま
で
も
総
理
街
門
と
そ
の
附
属
機
闘
で
あ
る
総
税
務
司
と
で
遂
行
さ
れ
た
形

を
と
っ
て
い
た
。
事
件
の
様
相
を
呈
し
た
四
ヶ
月
に
お
い
て
も
、
駐
華
イ
ギ
リ
ス
公
使
ブ
ル
ー
ス
は
・
な
か
な
か
事
件
の
前
面
に
は
出
て
と
な

ぃ
。
す
な
わ
ち
、
事
件
化
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
外
交
上
の
問
題
に
は
護
展
し
て
い
な
い
。
ブ
ル
ー
ス
が
登
場
す
る
の
は
、

オ
ズ
ボ

l
ン
が
艦

除
の
解
散
を
決
意
し
た
一
八
六
三
年
九
月
以
降
、
特
に
、
駐
華
ア
メ
リ
カ
公
使
パ

1
リ
ン
ゲ

1
ム
の
介
入
以
後
の

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外

交
問
題
と
し
て
表
面
化
し
た
の
は
僅
か

一
ヶ
月
徐
に
す
ぎ
な
い
。

ζ

の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
艦
隊
事
件
は
外
交
史
上
の
事
件
と
し
て
、
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
、
な
か
っ
た
。
そ
の
ζ

と
は
ま
た
、
史
料
の
在
り

方
を
反
映
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
艦
隊
事
件
に
関
す
る
中
園
側
の
基
本
史
料
は
、
と
の
時
期
の
外
交
文
書
と
も
い
う
べ
き
『
簿
緋
夷
務

- 9 ー

始
末
』
で
は
な
く
、
『
海
防
措
』
で
あ
る
。
『
清
史
稿
』
、
『
清
朝
績
文
献
通
考
』
に
も
若
干
の
記
載
が
あ
る
が
、
前
者
で
は
、
「
兵
志
七

・
海
軍
」

に、

後
者
で
は
、
「
兵
考
二
五
・
水
師
(
長
江
こ
及
び
「
兵
考
三
二
・
船
政
(
兵
輸
)
」
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
史
料
面
か
ら
観
た
艦
隊
事
件
は

海
軍
史
上
の
事
件
で
あ
っ
て
、
外
交
史
上
の
事
件
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

史
料
の
か
か
る
紋
況
は
そ
の
ま
ま
艦
隊
事
件
の
研
究
史
に
も
反
映
し
て
い
る
。
艦
隊
事
件
に
は
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。
第
一
は
、
史
料
の
在

り
方
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
中
固
に
お
け
る
海
軍
近
代
化
の
一
事
例
(
勿
論
、
失
敗
の
事
例
)
と
し
て
の
側
面
。
換
言
す
れ
ば
、
洋
務
運
動
史

的
側
面
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
と
の
側
面
に
集
中
し
た
感
が
あ
る
。
陳
恭
様
、
孫
正
容
、

@
 

れ
る
。
第
二
は
、
レ
イ
及
び
ハ

1
ト
に
つ
い
て
の
側
面
。
つ
ま
り
、
総
税
務
司
制
度
に
関
す
る
側
面
で
あ
る
。

ζ

れ
に
は
、
ラ
イ
ト、

ガ
1
ス

@
 

ン
雨
氏
の
研
究
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
が
、
小
論
の
テ
I
マ
で
あ
る
外
交
史
的
側
面
で
あ
る
。
モ

l
ス
、
植
田
捷
雄
、
グ
レ
ゴ
リ

1
諸
氏
が
、

ロ
I
リ
ン
ソ
ン
、
呂
質
強
諸
氏
の
研
究
が
穆
げ
ら

173 

外
圏
に
よ
る
清
朝
援
助
の
一
事
例
と
し
て
艦
隊
事
件
に
も
樹
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
常
勝
軍
な
ど
の
成
功
し
た
事
例
の
影
に
か
く
れ
て
、

ど
く
簡



174 

品哩

車
に
紋
述
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
艦
隊
事
件
の
中
園
近
代
外
交
史
上
、
就
中
、
中
英
関
係
史
上
へ
の
位
置
づ
け
は
、
ま
だ
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

(一)

艦
隊
事
件
と
線
税
務
司

既
に
前
章
で
観
た
よ
う
に
、
艦
隊
事
件
に
お
け
る
線
税
務
司
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
い
ま
少
し
く
総
税
務
司
制
度
の
沿
革
を
述
べ

て
お
ζ

う。

@
 

一
八
五
四
年
以
来
、
上
海
で
行
な
わ
れ
て
い
た
外
人
税
務
司
制
度
は
、

一
八
五
八
年
一
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
、

フ
一
フ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
と
の
間

で
取
極
め
ら
れ
た
天
津
候
約
附
属
通
商
規
則
の
規
定
に
よ
り
、

一
八
五
九
年
、

欽
差
大
臣

⑮
 

-
南
江
総
督
何
桂
清
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
人
レ
イ
が
嫡
関
税
務
司
に
任
命
さ
れ
、
外
人
税
務
司
を
統
轄
す
る
と
と
と
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

全
開
港
場
に
一
律
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
・
な
っ
た
。

が
そ
の
代
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
特
に
、

(。-z-m，F
円

N
閉
山

O
可
)

@
 

ハ
1
ト
は
中
園
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
た
め
、
線
税
務
司
代
理
と
し
て
活
躍
す
る
ζ

と
に
な
る
。
艦
隊
計

ハ
ー
ト
と
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ

- 10ー

一
八
六
一
年
は
じ
め
に
総
理
街
門
が
設
立
さ
れ
る
と
、

⑪
 

る
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
三
月
、
レ
イ
は
病
気
療
養
の
た
め
に
掃
園
し
、
彼
の
推
薦
に
よ
り
、

レ
イ
は
そ
の
下
に
直
属
す
る
官
僚
と
し
て
、
改
め
て
線
税
務
司
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ

劃
が
総
理
街
門
に
よ
っ
て
奏
請
さ
れ
た
七
月
に
は
、
新
し
く
聞
か
れ
た
天
津

・
牛
荘
・

登
州
及
び
揚
子
江
貿
易
に
閲
す
る
協
議
の
た
め
、

⑮
 

ト
は
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
艦
隊
計
劃
も
ハ

l
ト
の
助
言
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

外
人
税
務
司
・
線
税
務
司
に
闘
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
(
注
①
参
照
)
に
て
整
理
・
検
討
し
た
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
し

て
戴
く
と
し
て
、

今
乙
ζ

で
は
省
略
し
た
い
。
要
す
る
に
、
中
園
の
針
外
開
係
を
異
質
な
鐙
制
の
封
立
と
観
て
、
外
人
税
務
司
・
線
税
務
司
を

⑮

⑮

 

雨
者
聞
の
「
潤
滑
油
」
乃
至
「
緩
衝
器
」
と
の
み
評
債
す
る
の
は
不
充
分
で
あ
る
。
金
城
正
篤
氏
が
外
人
税
務
司
制
度
の
研
究
に
、
お
い
て
な
さ

れ
た
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
列
強
資
本
主
義
が
中
園
の
「
牟
植
民
地
」
化
を
す
す
め
る
際
に
こ
の
制
度
が
演
じ
た
政
治
外
交
的
役
割
を
ζ

そ
重
視

@
 

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
確
認
し
た
い
。

次
に
、
か
か
る
指
摘
が
そ
の
ま
ま
総
税
務
司
に
も
嘗
て
妖
ま
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。



結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
線
税
務
司
と
は
本
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
盆
代
縛
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
線
税
務
司
と
い
う
中
園
官
僚
を
外
見

上
は
装
っ
た
巧
妙
な
代
詩
者
で
あ
る
。

艦
隊
計
劃
以
前
に
お
い
て
、
総
理
街
門
は
既
に
い
く
つ
か
の
援
助
申
し
入
れ
を
外
国
か
ら
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
第

⑮
 

三
閣
の
干
渉
の
た
め
に
流
産
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
京
協
定
に
よ
っ
て
、
外
圏
公
使
の
北
京
駐
衛
権
が
承
認
さ
れ
、
外
園
公
使
が
北
京
に

駐
街
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
列
強
聞
の
複
雑
な
外
交
関
係
が
北
京
の
外
交
界
で
展
開
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
の
時
期
、

各
園
公
使
は
異
口
同
音
に
協
調
を
唱
え
な
が
ら
も
、
他
園
が
自
園
よ
り
も
中
園
に
お
い
て
優
位
を
占
め
る
こ
と
を
互
に
警
戒
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
外
園
に
よ
る
援
助
交
渉
が
成
立
す
る
見
込
み
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
貼
、
艦
隊
計
劃
は
好
調
な
す
べ
り
出
し
を
み
せ

た
0

・
な
ぜ
な
ら
ば
、
艦
隊
計
劃
は
、
総
理
街
門
と
駐
華
イ
ギ
リ
ス
公
使
と
で
は
な
く
、
線
理
街
門
と
線
税
務
司
と
で
遂
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
レ

イ
は
艦
隊
計
劃
を
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
説
明
す
る
な
か
で
、

⑮
 

(慌
隊
計
劉
は
)
決
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
危
険
に
さ
ら
す
と
と
な
く
、
し
か
も
同
時
に
、
直
接
援
助
に
伴
な
う
不
便
宜
も
・
な
く
、
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。

-11ー

と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
艦
隊
計
劃
を
推
薦
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
、

@
 

現
在
中
園
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
維
持
に
必
要
な
多
額
の
支
出
を
削
減
で
き
る
こ
と
。

を
レ
イ
は
あ
げ
て
い
る
。
嘗
時
、
中
園
近
海
に
は
海
賊
が
頻
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
通
商
保
護
の
た
め
に
海
軍
を
出
動
さ
せ
て
そ
の
討
伐
に
首
た

@
 

ら
せ
て
い
た
。
艦
隊
計
劃
は
か
か
る
イ
ギ
リ
ス
の
負
婚
を
も
軽
減
し
得
る
と
レ
イ
は
い
う
わ
け
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
レ
イ
が
線
税
務
司

と
い
う
地
位
を
利
用
し
て
巧
み
に
他
国
の
干
渉
を
避
け
、

イ
ギ
リ
ス
の
利
症
を
園
ろ
う
と
し
た
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
艦
隊
計
劃
頓
挫
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
計
劃
の
終
盤
で
、
.
ブ
ル
ー
ス
、
パ

l
リ
ン
ゲ

1
ム
が
登
場
し
て
外
交
問
題
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

レ
イ
の

言
葉
を
借
り
る
・
な
ら
ば
、

「
不
便
宜
」

左
面
が
で
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
て
差
支
え
念
い
だ
ろ
う
。

レ
イ
の
以
上
の
言
動
か
ら
、
線
税
務
司
が
本
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
代
嬬
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
充
分
に
窺
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
艦
隊
計

175 

劃
以
外
に
も
か
か
る
事
賓
を
知
り
得
る
史
料
が
散
見
す
る
。
し
か
し
、
小
論
の
本
筋
か
ら
逸
れ
る
の
で
、

と
こ
で
は
レ
イ
自
身
の
次
の
言
葉
を
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引
用
し
て
お
く
だ
け
に
し
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
へ
出
設
す
る
以
前
に
お
い
て
、
私
(
レ
イ
e

筆
者
注
)
は
あ
ら
ゆ
る
中
図
問
題
に
関
し
て
、

，ブ
ル
ー
ス
の

mM
り
が
い
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
っ
た
。
私
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
後
と
曾
い、

遂
行
さ
れ
る
へ
き
政
策
に
つ
い
て

@
 

数
時
間
一
緒
に
議
論
し
た
。

次
11こ

ハ
ー
ト
の
言
動
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。
問
題
解
明
の
鍵
と
な
る
の
は
、
艦
隊
購
入
の
経
費
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
経
費
は
、
と
り
あ
え
ず
闘
税
牧
入
で
賄
う
が
、
最
終
的
に
は
、
ア
へ
ン
か
ら
の
税
牧
入
を

嘗
て
る
と
い
う
馳
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
従
来
の
研
究
で
艦
陵
事
件
を
ア
へ
ン
と
の
関
連
の
中
で
考
察
し
た

@
 

も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
が
、
と
の
こ
と
は
艦
隊
事
件
の
極
め
て
重
要
な
側
面
が
看
過
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

- 12ー

ア
ヘ
ン

が
嘗
該
段
階
に
お
け
る
中
英
闘
係
に
あ
っ
て
、
最
も
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
で
既
に
述
べ
た
と

@
 

ア
へ
ン
は
不
可
依
な
存
在
で
あ
っ
た
。
(上
掲

『表
』

参
照
)

と
ろ
で
あ
る。

特
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
、
世
界
市
場
の
形
成

・
確
立
の
た
め
に
も
、

ア
ロ

l
戦
争
後
の

一
八
五
八
年
、
中
英
天
津
傑
約
附
扇
通
商
規
則

中
閣
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
貿
易
は
久
し
く
非
合
法
に
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、

と
の
ア
へ
ン
貿
易
か
ら
の
税
牧
入
を
艦
隊
購
入
の
経
費
に
嘗
て
よ
う
と
提
唱
し
た
の
が
、

ほ
か

第
五
燦
の
規
定
に
よ
り
合
法
化
さ
れ
て
い
た
。

な
ら
ぬ
線
税
務
司
代
理
ハ

1
ト
で
あ
る
。
そ
の
聞
の
事
情
を
次
K
詳
し
く
観
る
ζ

と
に
し
よ
う
。

艇
隊
計
劃
を
初
め
て
要
請
し
た
総
理
街
門
の
奏
文
に
、

経
費
捻
出
K
関
す
る
ハ

1
ト
の
意
見
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

称
低
因
稿
、
洋
薬
一
項
、
加
昭
…所
涯
之
単
、
徴
牧
肇
洋
各
税
四
十
五
南
外
、
於
進
口
後
、
無
論
版
至
向
鹿
鋪
筈
、
再
由
各
該
地
方
官
、
給

輿
印
票
、
伐
照
牙
行
納
帖
之
例
、
毎
帖
稔
銀
若
干
。
如
緋
理
得
宜
、
除
華
洋
各
税
外
、
歳
可
増
銀
数
十
市内雨。

此
項
留
篤
購
買
船
砲
、
亦

@
 

足
稗
盆
。



と
あ
る
。
引
用
文
中
、
「
遁
す
る
所
の
翠
」
と
は
、
艦
隊
計
劃
の
提
案
と
同
じ
自
に
、

ハ
ー
ト
が
総
理
街
門
に
提
出
し
た
『
清
草
七
件
』
中
の

ハ
ー
ト
の
提
案
し
た
課
税
構
想
は
、
毎
箱
(
百
斤
)
に
謝
し
て
、
洋
税
三
十
雨
、
華
税
十
五

@
 

雨
の
合
計
四
十
五
雨
を
徴
牧
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
右
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
四
十
五
雨
の
ほ
か
に
、
ア
へ
ン
販
賢
者
に
所

ア
ヘ
ン
徴
税
方
法
に
閲
す
る
傑
項
を
意
味
す
る
。

轄
の
地
方
官
よ
り
販
貰
許
可
誼
(
印
票
)
を
給
輿
し
、

そ
の
際
、
「
牙
行
納
帖
の
例
」
に
従
っ
て
営
業
税
若
干
を
徴
牧
し
、

そ
の
年
間
牧
入
見
積

額
数
十
高
南
を
艦
隊
購
入
の
経
費
に
嘗
て
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
艦
隊
計
劃
と
ア
へ
ン
徴
税
と
に
闘
す
る
こ
提
案
は
、

ト
の
構
想
の
中
で
一
軒
の
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
黙
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
同
じ
箇
所
に
、

@
 

赫
徳
則
紹
謂
、
牧
税
愈
重
、
則
走
漏
愈
甚
。
若
薬
税
梢
減
、
則
徴
薬
之
税
雄
軽
、
市
納
税
之
築
必
鉦
。

と
あ
り
、

ト
は
展
開
し
て
い
る
。
嘗
時
、

ア
へ
ン
に
劃
す
る
重
視
が
か
え
っ
て
脱
税
行
震
を
激
化
せ
し
め
る
の
に
射
し
て
、
軽
税
は
納
税
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
理
論
を
ハ

l

@
 

ア
ヘ
ン
課
税
は
重
す
、
ぎ
な
い
よ
う
に
と
い
う
要
望
が
で
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら

イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
、

以
上
で
観
た
よ
う
に
、

ア
へ
ン
か
ら
の
税
牧
入
を
経
費
に
嘗
て
る
と
い
う
ハ

I
ト
の
提
案
は
、

ア
ヘ
ン
か
ら
の
牧
入
を
清
朝
財
政
の
な
か
に

- 13-

ぼ
、
か
か
る
ハ

l
ト
の
理
論
は
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
と
が
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

組
み
込
み
、

ア
ヘ
ン
貿
易
合
法
化
の
駄
目
押
し
を
企
園
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
と
に
と
そ
、

イ
ギ
リ
ス
の
利
益
代

耕
者
と
し
て
の
紹
税
務
司
の
面
白
躍
如
た
る
姿
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

(ニ)

十
三
ヶ
僚
の
同
意
書
に
つ
い
て

十
三
ヶ
燦
の
同
意
書
(
以
下
、
『
同
意
書
』
と
略
稽
)
と
は
、
艦
隊
の
中
園
へ
の
回
航
を
前
に
し
て
、

レ
イ
と
オ
ズ
ボ
l
ン
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ

た
、
艦
隊
運
営
に
閥
す
る
取
極
で
あ
る
。
同
意
書
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
艦
隊
計
劃
が
破
綻
し
た
と
と
は
既
に
観
た
と
お
り
で
あ
る
。
で

は
、
何
故
に
か
か
る
同
意
書
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ハ
ー
ト
か
ら
の
手
紙
で
艦
隊
編
成
の
依
頼
を
受
け
た
レ
イ
社
、
計
劃
貫
行
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
折
衝
を
績
け
た
が
、

そ
の
際
、
政
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府
が
問
題
に
し
た
ζ

と
の
ひ
と
つ
は

レ
イ
が
中
関
政
府
か
ら
正
式
の
委
任
を
受
け
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
的
。
そ
こ
で
レ
イ
は
、

恭
親
王
が
署
名
し
た
正
式
な
委
任
紋
を
至
急
送
る
よ
う
に
、

ハ
ー
ト

へ
連
絡
し
た
。
そ
の
手
紙
(
一
八
六
二
年
五
月
九
日
付
)
の
な
か
で
、
レ
イ

は
迭
ら
れ
る
べ
き
委
任
肢
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
細
な
指
示
を
行
な
っ
た
が
、
要
す
る
に
、
白
紙
委
任
状
を
迭
れ
と
い
う
ζ

と
で
あ
っ

励
。
今

日
と
は
違
い
、
首
時
、
中
園
|
イ
ギ
リ
ス
聞
の
郵
便
は
片
道
二
ヶ
月
近
く
を
要
し
た
。
結
局
、

@
 

委
任
欣
(
一
八
六
二
年

一
O
月
二
四
日
付
)
を
受
け
と
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

一
八
六
三
年
一
月
一
五
日

レ
イ
は
恭
親
王
の

(
前
略
)
嗣
後
均
交
該
線
税
務
司

一
手
経
理
、
自
更
周
妥
。

震
此
割
行
該
総
税
務
司
接
手
。

管
理
此
事
、
有
最
要
三
項
。

一、

購
買
舶

隻
、
並
各
舶
内
藤
用
之
砲
薬
煤
斤
、

向
。
て
酌
留
所
雲
間
銀
雨
、
以
便
照
各
項
合
同
、
護
給
俸
稔
工
銭
、

@
 

一
手
経
理
。

以
及
各
項
零
星
物
件
。

て

選

請
態
坐
各
船
之
武
弁
、
招
募
砲
手
水
手
人
等
、
以
及
立
定
各
項
之
合

以
及
将
来
備
賞
各
款
之
用
。
以
上
三
項
支
輩
、
均
交
該
線
税
務
司
、

集
と
雇
用
保
件
の
決
定
、
③
給
料
な
ど
の
金
銭
関
係
の
慮
理
、
の
三
項
で
あ
る
。

- 14ー

と
れ
に
よ
れ
ば
、
艦
隊
計
劃
の
賀
行
に
あ
た
り
恭
親
王
が
レ
イ
に
依
頼
し
た
の
は
、
①
艦
船
と
必
需
品
等
の
購
入
、
②
武
官
・

乗
組
員
の
募

@
 

と
こ
ろ
で
、
先
に
レ
イ
は
、
委
任
紋
を
迭
る
際
に
は
英
議
さ
れ
た
も
の
も
同
時
に
迭
る
よ
う
に
指
示
し
た
が
、

@
 

の
は
中
園
語
の
原
文
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
委
任
献
と
一
緒
に
迭
ら
れ
て
き
た
手
紙
の
な
か
で
、
ハ
ー
ト
は
委
任
朕
の
内
容
が
レ
イ
の
要

@
 

求
を
満
足
さ
せ
る
も
の
だ
と
保
註
し
た
た
め
、
レ
イ
は
こ

の
委
任
朕
が
自
分
の
要
求
し
た
と
お
り
の
白
紙
委
任
献
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ

@
 

る
。
そ
し
て
翌
日
(
一
月
一
六
日
)
、
問
題
の
同
意
書
が
取
極
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
月

一
五
日
に
受
け
と
っ
た

@
 

同
意
書
が
問
題
の
焦
貼
と
な
っ
た
際
、
恭
親
主
は
白
紙
委
任
状
な
ど
出
し
て

い
念
い

と
反
駁
し
、
他
方
、

⑮
 

と
批
難
し
た
。

し
か
し
、
以
上
の
顛
末
か
ら
す
れ
ば
、
恭
親
王
の
主
張
が
正
し
い
ζ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

レ
イ
は
恭
親
王
が
心
襲
わ
り
し
た

レ
イ
が
恭
親
王
の
委
任
状
を
白
紙
委
任
状
と
誤
認
し
、
自
由
裁
量
が
自
分
に
輿
え
ら
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
ζ

と
は
、

格
好
な
史
料
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
く
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
す
・
な
わ
ち
、
同
意
書
に
は
線
税
務
司
レ
イ
の
考
え
が
遺
憾
な
く
露
呈
さ
れ
て

し
か
る
に
、

か
え
っ

て



い
る
と
看
飲
し
て
よ
い
。
そ
し
て
、
総
税
務
司
が
本
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
盆
代
捧
者
で
あ
る
と
い
う
前
節
で
の
結
論
を
踏
ま
え
る
、
な
ら
ば
、

同
意
書
の
分
析
を
手
懸
り
と
し
て
、
嘗
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
を
濠
想
さ
せ
る
。

さ
て
、
同
意
書
は
十
一
二
ヶ
僚
か
ら
成
る
が
、

そ
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
第
一
篠
か
ら
第
六
僚
ま
で
で
あ
る
。
い
ま
、

そ
れ

ら
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

第
一
係
。
オ
ズ
ポ
l
ン
は
、
中
英
艦
隊
の
司
令
官
を
四
年
間
勤
め
る
と
と
に
同
意
し
、
彼
以
外
の
司
令
官
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。

第
二
傑
。
司
令
官
オ
ズ
ボ
I
ン
は
、
西
洋
人
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
る
中
図
式
船
舶
、
並
び
に
、
中
園
皇
帝
の
雇
一
用
、
或
は
皇
帝
の
支
配
下
に
あ
る
民
間
組
合

の
雇
用
に
係
る
す
べ
て
の
西
洋
式
船
舶
を
統
制
す
る
。

第
三
候
。
レ
イ
は
、
オ
ズ
ボ
I
ン
が
中
英
艦
隊
の
司
令
官
と
し
て
行
動
す
る
ζ

と
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
権
威
を
中
関
皇
帝
か
ら
獲
得
す
る
。

第
四
位
陣
。
オ
ズ
ボ
1
ン
は
、
直
接
レ
イ
に
惇
達
さ
れ
る
皇
帝
の
す
べ
て
の
命
令
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
し
て
、
オ
ズ
ボ
l
ン
は
上
記
以
外

の
経
路
に
よ
る
い
か
な
る
命
令
に
も
従
わ
な
い
。

第
五
係
。
レ
イ
は
、
そ
の
合
理
性
を
彼
が
満
足
し
・
な
い
よ
う
な
い
か
な
る
命
令
の
簿
達
者
に
も
・
な
ら
な
い
と
と
を
約
束
す
る
。

@
 

第
六
僚
。
オ
ズ
ポ
1
ン
は
艦
隊
の
す
べ
て
の
士
官
・
乗
組
員
を
任
命
す
る
。
但
し
、
皇
帝
の
代
理
人
と
し
て
、
レ
イ
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
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以
上
を
観
れ
ば
、
同
意
書
が
レ
イ
及
び
オ
ズ
ボ

l
ン
に
極
め
て
強
い
権
限
を
輿
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
保
、
第
二
僚
に
よ

れ
ば
、

オ
ズ
ボ

1
ン
は
レ
イ
・
オ
ズ
ボ

1
ン
艦
隊
の
み
な
ら
ず
、
中
園
に
あ
る
す
べ
て
の
西
洋
式
船
舶
、
及
び
西
洋
人
に
操
縦
さ
れ
る
中
園
式

船
舶
の
司
令
官
に
も
な
る
と
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
三
僚
、
第
四
係
、
第
五
僚
、

に
よ
れ
ば
、

レ
イ
は
皇
帝
と
オ
ズ
ボ

1
ン
と
を
結
ぶ
唯
一
の

通
路
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
の
命
令
に
劃
す
る
拒
否
権
す
ら
輿
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
清
朝
側
が
反
援
し
た
の
は
、
同
意
書
に
盛
り
込
ま

れ
た
か
か
る
越
擢
的
主
張
に
劃
し
て
で
あ
っ
た
。
総
理
街
門
が
、

オ

ズ
ボ

I
Y

⑩

所
立
合
同
十
三
僚
、
事
事
欲
由
阿
思
本
専
主
、
不
肯
聴
命
於
中
園
、
尤
信
用
不
詰
陸
制
、
難
以
照
緋
。

と
い
い
、
或
は
、
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⑩
 

其
(
同
意
書
)
意
寛
思
、
籍
此

一
一
挙
、
時
間
中
園
兵
擢
・
利
擢
、
全
行
移
於
外
園
。
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と
主
張
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
同
意
書
は
、
清
朝
側
の
受
け
取
り
方
と
は
違
っ
た
解
穣
の
仕
方
も
で
き
る
。
し
か
も
、

そ
れ
は
嘗
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
と

も
深
く
関
わ

っ
て
い
た
。
そ
の
手
懸
り
と
な
る
の
が
同
意
書
の
第
四
僚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
僚
に
よ
れ
ば
、
艦
隊
の
指
揮
系
統
は
、
〈
皇

帝
〉
↓
〈
レ
イ
〉
↓
〈
オ
ズ
ボ

l
ン
〉
で
あ
り
、

ζ

れ
以
外
に
は
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

レ
イ
は
第
四
僚
の
補
足
説
明
の
な
か
で
、

わ
れ
わ
れ
が
同
意
す
る
ζ

の
保
項
も
ま
た
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

ζ

乙
し
ば
ら
く
、
地
方
の
官
僚
が
皇
帝
の
許
可
な
し
に
西
待
式
の
舶
を
購
入
し、

武
装
さ

せ
、
あ
ら
ゆ
る
園
籍
の
乗
組
員
を
配
躍
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
或
は
ア
メ
リ
カ
人
に
指
障
さ
せ
て
き
た
ζ

と
を
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
て
い
る
。

西
洋
人
に
指
田博さ
れ

る
ロ
1
チ
ャ
舶
或
は
ジ
ヤ
ン
ク
舶
が
揚
子
江
に
群
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
半
分
は
海
賊
船
で
あ
り
、

残
り
字
分
は
私
略
舶
で
あ
る
。
彼
ら
は
多
く
の
場
合
、

特
定
の
官
僚
、
ギ
ル
ド
、
行
に
属
す
る
兵
船
と
主
張
す
る
。
と
の
艦
隊
の
目
的
は
ζ

れ
ら
す
べ
て
の
危
険
な
海
賊
を
掃
蕩
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
舶

は
皇
帝
の
権
威
の
下
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
皇
帝
の
権
威
な
し
に
は
、
中
閣
に
お
け
る

一
人
の
西
洋
人
も
戦昼ず
に
参
加
す
る
権
利
が
な
い
よ

@
 

う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
と
地
方
官
僚
と
を
封
立
的
に
把
還
し
、
皇
帝
の
擢
威
ζ

そ
が
高
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
レ
イ
は
考
え
た

結
果
、
前
述
の
ご
と
き
指
揮
系
統
を
規
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
意
書
が
拒
絶
さ
れ
、
妥
協
案
と
し
て
だ
さ
れ
た
『
輪
船
章
程
』
を
オ
ズ
ボ

ー

ン
に
説
明
す
る
手
紙
の
な
か
で
、

レ
イ
は
、

恭
親
王
は
私
が
同
章
程
(
『
輪
船
章
程
』
。
筆
者
注
)

に
同
意
し
た
か
の
ご
と
く
看
倣
し
て
い
る
が
、
寅
擦
に
は
ζ

の
問
、
そ
の
よ
う
な
安
協
は
不
可
能
で
あ

⑩
 

る
と
私
は
く
り
返
し
宣
言
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
い
い
、
ま
ず
、
同
意
書
を
撤
回
し
た
事
買
は
な
い
こ
と
を
嬬
明
し
た
後
、

@
 

唯
一
の
海
軍
司
令
官
は
あ
な
た
(
オ
ズ
ボ
l
ン。

筆
者
注
)
で
あ
り
、

喰
一
の
主
人
は
帝
閤
政
府
で
あ
ふ
。

と
断
言
し
て
い
る
。

ζ

こ
で
は
、
「
皇
帝
」

の
代
わ
り
に

「
帝
園
政
府
」
と
い
う
言
葉
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
意
書
が
拒
絶
さ
れ
た

直
後
、
恭
親
王
へ
の
書
信
こ
八
六
三
年
六
月
二
九
日
付
)
の
な
か
で
、

レ
イ
は

オ
ズ
ボ
l
y
大
佐
は
総
理
街
門
指
揮
下
の
一
武
官
で
あ
り
、
総
督
・

巡
撫
と
協
力
し
て
行
動
す
る
た
め
に
、
総
理
街
門
か
ら
す
べ
て
の
命
令

・
指
示
を
受
け



る@。

こ
こ
で
は
、
「
総
理
街
門
」
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
第
四
僚
に
言
及
さ
れ
た
諸
説
明
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
続
除
を
地
方
官
僚
で
は

@
 

な
く
北
京
政
府
に
直
属
さ
せ
、
後
者
、
就
中
、
総
税
務
司
の
上
司
に
も
嘗
た
る
総
理
街
門
の
強
化
を
レ
イ
が
企
園
し
た
ζ

と
は
明
白
で
あ
る
。

と
い
い
、

そ
れ
で
は
、

レ
イ
の
か
か
る
意
圃
は
嘗
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
を
時
機
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
従
来
の
砲
艦
政
策
に
代
わ
る
新
し
い
中
園
政
策
を
模
索
し
始

@
 

と
の
新
政
策
に
関
し
て
は
既
に
坂
野
正
高
氏
の
諸
研
究
が
あ
る
。
坂
野
氏
は
首
時
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
の
本
圏

へ
の
報
告
書
を
詳

め
て
い
た
。

細
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
以
下
の
諸
賠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

①
イ
ギ
リ
ス
側
の
嘗
局
者
は
清
朝
の
政
治
構
造
を
中
央
集
権
的
と
観
て
い
た
。
ア
ロ

1
戦
争
以
後
の
僚
約
交
渉
で
外
交
使
節
の
北
京
常
駐
を
強

く
主
張
し
た
理
由
も
か
か
る
判
断
に
由
来
す
る
。

遵
守
さ
せ
る
。

と
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
で
あ
る
。

ー 17ー

②
北
京
常
駐
の
外
交
使
節
が
北
京
政
府
に
直
接
に
説
得
に
よ
る
外
交
的
な
塵
カ
を
加
え
、
北
京
政
府
を
し
て
地
方
官
憲
を
動
か
さ
せ
て
僚
約
を

③
新
政
策
で
は
、
協
調
的
で
強
力
な
北
京
政
府
の
存
在
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
望
ま
し
い
。
そ
と
で
イ
ギ
リ
ス
は
ア
ロ

l
戦
争
後
に
撞
頭
し
た

恭
親
王
ら
「
和
卒
涯
」
、

そ
の
後
身
で
あ
る
総
理
街
門
に
注
目
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
協
調
的
で
あ
っ
た
が
、

必
ら
ず
し
も
強
力
で
は
な

、品
、J
'
-
O

A
H
M
4
5

、協パ

④
し
た
が
っ

て
、
新
政
策
は
総
理
街
門
の
強
化
を
嘗
面
の
課
題
と
し
た
。

右
の
よ
う
な
坂
野
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
を
観
る
・
な
ら
ば
、
レ
イ
が
同
意
書
の
第
四
僚
で
目
差
し
た
総
理

レ
イ
が
こ
の
頃
に
考
え
て
い
た
中
園
政
策
が
イ
ギ
リ
ス

⑮
 

外
交
官
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
史
料
は
少
な
く
な
い
。

街
門
の
強
化
は
、

ま
さ
し
く
イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
現
に
、

181 

以
上
、
同
意
書
第
四
僚
の
分
析
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
艦
隊
事
件
と
は
、
総
税
務
司
と
い
う
イ
ギ
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リ
ス
の
利
益
代
続
者
に
よ
っ
て
問
符
的
に
で
は
あ
っ

た
が
、

首
該
段
階
で
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
新
中
園
政
策
が
最
初
に
露
呈
さ

れ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
と
そ
が

と
れ
ま
で
等
閑
祝
さ
れ
て
い
た
艦
隊
事
件
の
外
交
史
的
意
義
で
は
・
な
か
ろ
う
か
。

結

従
来
、
洋
務
運
動
史
的
側
面
か
ら
主
に
取
扱
わ
れ
て
き
た
艦
隊
事
件
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
事
件
の
外
交
史
的
側
面
を
い
く
つ
か
解
明
し

て
き
た
υ

総
税
務
司
が
本
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
盆
代
詩
者
で
あ
っ
た
と
と
。

ζ

の
こ
と
は
、
歴
代
の
線
税
務
司
が
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ

@
 

っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
近
代
中
圏
外
交
史
、
就
中
、
中
英
闘
係
史
を
考
え
る
場
合
、
絶
え
ず
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
艦
隊
事
件
が
イ
ギ
リ
ス

の
新
中
国
政
策
を
、
間
接
的
だ
が
最
初
に
表
明
し
た
事
件
で
あ
っ
た
と
と
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、

ζ

の
事
件
が

中
英
閥
係
史
上
に
有
す
る
意
義
は
非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
向
、

イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
に
関
連
し
て
、

と
の
政
策
が
外
交
使
節
の
外
交
的

を
注
意
深
く
究
明
す
る
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
る
。
ま
た
、
新
政
策
は
外
座
の
質
的
饗
化
を
意
味
す
る
か
ら
、

⑩
 

か
の
問
題
も
、
か
か
る
前
提
の
も
と
に
捻
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

と
の
時
期
に
外
匪
が
緩
ん
だ
か
否

- 18ー

座
カ
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
あ
っ
た
ζ

と
は

こ
れ
以
後
の
中
英
閥
係
史
を
考
え
る
場
合
、
外
匪
を
瞳
現
す
る
駐
牽
公
使
に
よ
る
外
交
交
渉

⑪
 

で
は
最
後
に
、
艦
隊
事
件
の
中
園
側
の
主
役
で
あ
っ
た
総
理
街
門
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
を
考
え
て
み
よ
う
。

総
理
街
門
の
母
陸
で
あ
る

「和
平
涯
」
と
は
、

彼
我
の
力
関
係
を
素
直
に
認
め
る
と
い
う
柔
軟
な
現
貫
主
義
者
と
い
え
よ
う
。
北
京
協
定
締

結
後
に
は
、
太
平
天
国
銀
座
と
い
う
内
政
を
重
視
し
て
、

そ
の
た
め
に
は
外
園
の
援
助
を
受
け
る
と
と
も
辞
さ
な
い
と
い
う
現
貫
主
義
的
釘
陸

を
み
せ
た
。
艦
隊
計
劃
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。

首
該
段
階
の
園
際
関
係
に
お
け
る
か
か
る
現
貫
主
義
的
性
格
は
、
列
強
資
本
主
義
に
封
す
る
従
属
性
を
意
味
す
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き
か

っ
た
。
ま
ず
、
か
れ
ら

「
和
平
涯
」
は
天
津
篠
約

・
北
京
協
定
の
締
結
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
篠
約
が
中
園
の
「
牢
植
民
地
」
化
を

一
層
深
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
は
周
知
の
と
沿
り
で
あ
る
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
総
理
街
門
の
経
費
は
、
そ
の
大
部
分
を
関
税
牧
入

K



よ
っ
て
い
向
。
つ
ま
り
、
中
園
市
場
を
不
可
避
的
に
従
属
せ
し
め
る
外
園
貿
易
に
、
総
理
街
門
は
そ
の
財
政
的
基
盤
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
む

次
に
、
艦
隊
事
件
と
の
関
連
か
ら
観
ょ
う
。
ま
ず
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
線
税
務
司
と
の
闘
係
で
あ
る
。
本
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
代
鼎

者
で
あ
る
幼
脱
税
務
司
と
機
構
的
に
直
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
総
理
街
門
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
中
園
政
策
に
加
鎗
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
、
す
な
わ

ち
、
従
属
化
の
可
能
性
を
よ
り
強
く
持
っ
た
。
艦
隊
経
費
と
し
て
の
ア
へ
ン
の
問
題
は
そ
の
好
き
謹
左
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
重
要
な
ζ

と
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
と
の
関
係
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
は
公
使
の
外
交
的
匪
力
を
最
大
限
に
騒
使
す
る
政
策
だ
が
、

と
の
場

合
、
か
か
る
匪
力
を
受
容
す
る
支
配
階
級
が
中
園
側
に
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
嘗
該
段
階
の
園
際
関
係
、
並
び
に
中
園
の
「
牛
植
民
地」

化
過
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
支
配
階
級
は
従
属
性
を
不
可
避
的
に
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
る
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
が
、

嘗
面
、
総
理
街
門
強
化
政
策
と
し
て
現
わ
れ
た
こ
と
は、

か
か
る
従
属
的
支
配
階
級
と
し
て

の
役
割
を
、
総
理
街
門
が
据
わ
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

と
と
ろ
で
、

イ
ギ
リ
ス

の
新
中
闇
政
策
で
は
、
従
底
的
支
配
階
級
は
地
方
督
撫
を
統
制
し
得
る
だ
け
の
強
さ
を
要
求
さ
れ
た
。
で
は
、
総
理

- 19ー

街
門
は
強
か
っ
た
か
。
否
で
あ
る
。
威
盟
帝
死
後
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
府
内
の
「
主
戦
源
」
の
大
物
を
一
掃
し
た
と
は
い
え
、
全
般
的
に
は
「
和

⑩

⑩

 

卒
振
」
勢
力
は
さ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
総
理
街
門
の
機
構
と
し
て
の
基
盤
も
脆
弱
で
あ
っ
た
。
況
ん
や
、
首
時
、
太
卒
天
国
鎮
座
の

⑮
 

な
か
か
ら
登
場
し
つ
つ
あ
っ
た
曾
園
藩

・
李
鴻
章
ら
漢
人
督
撫
の
前
に
は
ほ
と
ん
ど
無
力
に
近
か
っ
た
。
艦
隊
の
司
令
官

・
乗
組
員
に

つ
い

て
、
曾
園
藩
の
主
張
を
唯
々
諾
々
'
と
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
と
が
好
い
例
で
あ
る
。
艦
隊
事
件
は
、
総
理
街
門
も
含
め
た
中
央
政
府
の

無
力
さ
、
或
は
進
行
し

つ
つ
あ
っ
た
地
方
分
権
化
を
イ
ギ
リ
ス
に
思
い
知
ら
せ
る
機
舎
で
も
あ
っ
た
。
事
件
後
、
ブ
ル
ー
ス
は
外
相
ラ
ヴ
セ
ル

(
「
。
円
円
四

]
O
Y
ロ
河
口
印
印
巾
一
一
)

⑪
 

に
あ
る
」
と
総
理
街
門
の
脆
弱
性
を
指
摘
し
、
「
北
京
政
府
に
は
艦
隊
計
劉
が
目
差
し
た
よ
う
な
中
央
権
力
の
強
化
を
賀
行
す
る
能
力
も
な
け

⑪
 

れ
ば
、
ま
た
、
や
る
気
も
な
い
」
と
北
京
政
府
に
全
く
失
望
し
て
い
る
。
他
面
、
二
代
目
駐
筆
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
ル
コ
ッ
ク

(ω
昨
河
口

F
R
'

⑩
 

向。E
E
non-内
)
が
の
ち
に
と
の
事
件
を
回
想
し
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
艦
隊
事
件
そ
の
も
の
が
総
理
街
門
の
脆
弱
性
を
深
化
せ
し
め
た
と

へ
の
報
告
(
一
八
六
三
年

二
月
一
九
日
付
)
の
中
で
、
「
総
理
街
門
が
同
意
書
を
拒
絶
し
た
動
機
は
地
方
大
官
の
反
針

183 
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も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

頭
期
で
あ
り
、

イ
ギ
リ
ス
が
中
央
集
権
的
と
考
え
た
清
朝
の
世
田
該
段
階
は、

皮
肉
に
も
、
系
譜
に
は
民
園
時
代
の
軍
閥
に

つ
ら
な
る
漢
人
洋
務
仮
官
僚
の
撞

⑩
 

そ
の
意
味
で
地
方
分
権
化
の
開
始
期
と
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。

清
朝
岡
家
権
力
構
造
の
か
か
る
饗
質
を
、
般
隊
事
件
に
よ
っ

て
知
り
得
た
イ
ギ
リ
ス
は
、

乙
れ
以
後
、
清
朝
園
家
権
力
構
造
に
封
す
る
イ
メ

ー
ジ
を
再
構
築
し
て
い
く
と
と
に
な
る
。
就
中
、
総
理
街
門
は

一
八
七

0
年
代
に
お
け
る
漢
人
洋
務
振

イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
の
一
翼
を
措
う
と
と
が
で
き
・
な
か
っ
た
。

そ
の
脆
弱
性
の
放
に
、

と
ζ

に、

イ
ギ
リ
ス
の
新
中
園
政
策
と
の
関
連
か
ら
も
、

官
僚
李
鴻
章
の
外
交
舞
蓋

へ
の
登
場
が
、

れ
た
の
で
あ
る
。

一言①

ア
ヘ
ン

・
ア
ロ

1
雨
敬
争
期
に
関
す
る
従
来
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
近
代
中
圏
外
交
史
研
究

に
つ
い
て
1

特
に
ア
ヘ
ン
・
ア
ロ

1
一同

政
争
期
の
中
央
附
係
を
中
心
に
し
て
」(『
東
洋
史
研
究
』
第
三
四
谷
第

一

税
、
一
九
七
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
坂
野
正
高

『
近
代
中
園
政
治
外
交
史
』
(
東
京
大
事
出
版
舎

一
九
七

三
年
)
頁
二
四
二
。

③
宮
崎
市
定

「
英
悦
聯
合
軍
の
北
京
侵
入
事
件
l
特
に
主
戦
論

と
卒
和

論
」
(『東
亜
研
究
所
報
』

第
二
四
械
、
一

九
四
三
年
。
後
、

『ア

ジ
ア
史

研
究
』
第
二
に
再
録
)
投
手
ひ
に
、
坂
野
正
高

「『
総
理
街
門』

設
玄
の
背

用以」

H
同
国

(
『
閣
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
一
巻
第
四
続
、
同
，
第
五
時
肌
、

第
五
二
巻
第
三
鋭
、
一

九
五
二

5
五
三
年
)
を
参
照
。

④
坂
野
正
高
「
総
恕
街
門
の
設
立
過
怨
」(『
近
代
中
園
碗
究
』

第

一瞬、

一
九
五
八
年
)
を
参
照
。

⑤
波
野
前
掲

『
近
代
中
閣
政
治
外
交
史
』

頁
二
七
一
一
。

ひ
と
つ
の
大
き
な
歴
史
的
可
能
性
と
し
て
、

設
定
さ

⑥

篤
緋
夷
務
始
末

・
威
盟
朝
、
を
七
一

-
m
b
(以
下
、『
夷
務

・
威
、
を

七
一
-
m
b
』
と
略
す
)
及
、ひ
、一
実
務

・
威、

を
七

一
-
U
b
。

⑦

夷

務

・
成
、
を
六
九
・

6
a。

⑧
夷
務
・
威
、
径
七
一

-
m
b
。

⑨

づ
河
田
白
口
町
Z
F
s
b
h
h
主
ロ
ミ
ミ

~言

問
え
ぬ3
5
~
吋
ミ
九
時

也、

nF凡
苫
白
・
』
句
匂
九
|
句
』

3
5
(U2
5白・
4
7
0

玄
白
ユ門戸
H
H
M
m

の
5
5ヨ
帥
・
-
-

ω
S
E
E
S
-ω
巾
円
高
田

口

Z
O
自
己
巾
円
巾
ロ
ロ
芯
一
河
内
旬
。
円

Z
S
N
N
1
2・
∞

〈O
一∞
・
(ω}】釦ロ
mF白
r
H申
ωω)
・〈
O
戸

グ

司

-

A
山
]
F

・

⑩
士
口
岡
昭
彦
「
綿
業
」
(
士
ロ
岡
昭
彦
編

『
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
確
立
』

御
茶
の
水
書
房
一

九
六
八
年
)
第
一
編
第
一

章

頁
九
九
。

⑬
坂
野
前
掲
『
近
代
中
閣
政
治
外
交
史
』
頁
二
五
五
。

⑫

問

右

、
頁
二
五
六
。

⑬
吉
岡
昭
彦

「
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
歯
家
の
展
開
」
(
岩
波
講
座

『世
界

歴
史
も
第
二

O
を

岩

波
書
宿
一

九
七
一

年
)

頁

ご一。
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⑭
以
下
‘
年
月
日
の
記
載
は
西
暦
に
よ
る
。

⑮
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
海
防
措
』
(
一
九
五
七
年
)
甲
、
購
買

船
鮫
凶
(
以
下
、
『
海
防
措
』
と
略
稔
)
、

第
五
続
女
、
頁
六
。
向
、
こ
の

上
奏
文
は
、
一
爽
務
・
威
、
を
七
九

-
m
a
l
b
に
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

(
但
し
、
夷
務
で
は
、

「根
本
」
は
「
本
根
」
と
さ
れ
て
い
る
)
以
下
、
海

防
権
、
夷
務
の
南
方
に
記
載
が
あ
る
場
合
、
原
則
と
し
て
海
防
憎
か
ら
引

用
し
、
夷
務
に
つ
い
て
は
そ
の
出
所
を
併
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

⑮
海
防
措
、
第
五
競
文
、
頁
七
。
夷
務
・
威
、
を
七
九

・
口
元

⑫
同
右
に
、

惟
大
江
上
下
激
、
均
有
水
師
、
中
間
並
無
堵
裁
之
舶
。
非
濁
無
以
新
賊

接
湾
、

且
恐
由
蘇

・
常
進
胸
、
則
江
北
似
形
喫
緊
、

北
路
必
受
其
衝
。

と
あ
る
。

⑮
同
右
、
頁
七
|
八
に
、

但
造
船
必
須
先
設
舶
廠
、

購
料
興
工
、
己
非
年
齢
不
成
。
自
不
如
火
輸

船
動
勝
、
更
震
得
力
。
第
南
省
難
欝
有
二
隻
、
惟
詞
援
赫
徳
、
則
稀
井

非
打
伎
之
舶
、
且
己
有
一
隻
敗
域
。

と
あ
る
。

⑮
同
右
、
頁
八
(
夷
務

・
威
、
を
七
九

・げ

b
l
m
a
)に、

臣
等
復
詞
問
火
輪
船
償
値
若
干
、
能
否
購
買
。
嬢
稿
、
伊
園
火
輸
船
一

隻
、
大
者
数
十
寓
雨
、
上
可
救
数
百
人
。
小
者
毎
隻
激
高
雨
、
可
放
百

数
十
人
。
大
船
在
内
地
不
利
行
政
。
若
用
小
火
輸
船
十
鈴
務
、
盆
以
精

利
槍
砲
、
其
費
不
過
激
十
寓
雨
。

と
あ
る
。

⑮
問
右
に
、

此
事
如
蒙
食
允
、
巨
等
擬
綿
償
他
奏
明
後
、
削
訪
於
上
海

・
康
東
各
関

税
内
、
先
行
緯
款
購
買
。
侠
将
来
洋
楽
票
税
牧
有
成
数
、
再
行
飾
款
。

と
あ
る
。

⑧
向
右
、
頁
九
。
夷
務

・
威
、
を
七
九

-
m
a。

⑫
夷
務
・
岡
(
同
治
朝
)
、
巻
二

・
お
b
。

⑧
海
防
緒
、
第
三
三
統
文
。

⑧
郭
廷
以
『
太
卒
天
国
安
事
日
誌
』
(
上
海
商
務
印
書
館
一
九
四
六
年
)

頁
八
三
三
。

⑫
海
防
措
、
第
三
七
競
文
、
頁
四
四
(
夷
務

・
同
、
を
四

-
u
a
)に、

現
在
掘
削
江
杭
・
寧
失
守
、
縦
保
該
逆
不
居
間
海
上
縦
横
之
計
。
是
南
北
各

海
口
路
蕗
、
皆
高
分
喫
緊
。
断
不
可
輸
事
因
循
、
以
致
敗
慢
大
局
。
銑

接
該
撫
務
総
、
如
事
在
必
帥
冊
、
亦
可
表
力
務
措
。
諒
該
撫
必
係
維
有
担

握
之
言
。
除
寧
波

一
口
不
能
責
其
照
緋
外
、
相
臨
服
務
旨
筋
下
江
蘇
巡

機
、
廷
緊
欝
款
、
奥
赫
徳
商
酌
購
買
船
砲
、
以
備
防
動
等
用
。

と
あ
る
。

@
海
防
倍
、
第
三
八
競
文
、
頁
四
五
。
夷
務

・
問
、
を
四

-u
b。

⑫

海

防

橋
、
第
四

O
競
文
、

頁
四
七
に
、

逆
匪
園
攻
上
海
。
寓
一
情
形
喫
緊
、
江
蘇
巡
傑
、
勢
難
粂
顔
、
亦
在
意

計
之
中
。
著
努
崇
光
探
明
、
如
上
海
有
未
能
粂
顧
之
勢
、
或
赫
徳
己
経

抵
号
、
創
由
第
崇
光
、
査
照
総
理
各
園
事
務
街
門
原
泊
、
位
制
令
赫
徳
狂

緊
市
首
鍬
。

と
あ
る
。

⑧
海
防
橋
、
第
五
九
時
肌
文
、
頁
五
八
に
、

査
此
案
現
媛
赫
徳
面
稿
、
己
寄
信
回
圏
、
代
緋
中
吹
火
輪
三
隻

・
小
放

- 21ー
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ぬ一
)

4
『
『
日
間

F
Y
巴
』
戸
内
町
同

-
-
H
M
-
M
A
F
-
-

⑭
海
防
倍
加
、
第
一
八
一
一
統
文
、
頁
一
五
八
|
五
九
。

⑮
中
園
側
で
行
な
わ
れ
た
論
議
は
次
の
通
り
。
ま
ず
、
艦
隊
計
劃
が
最
初

に
提
唱
さ
れ
た
総
理
街
門
の
奏
文
(
海
防
橋
、
第
五
競
文
、
頁
八
)
に
、

惟
藤
酌
配
兵
丁
、
並
統
稽
大
員
、
及
陸
路
進
攻
各
事
宜
、
庭
訪
筋
下
官

文
・
曾
閣
藩
・
胡
林
朝
関
等
、
預
篤
熟
計
、
一
侠
運
到
、
引
詩
旨
緋
理
。

と
あ
り
、
総
理
街
門
は
営
初
か
ら
、
乗
組
員
、
司
令
官
に
つ
い
て
は
、
湖

庚
総
督
官
文
、
南
江
総
督
官
園
藩
、
湖
北
巡
撫
胡
林
翼
ら
、
太
平
天
国
銀

座
に
世
田
た
っ

て
い
た
地
方
督
撫
の
審
議
に
委
ね
て
い
た
。
の
ち
に
ハ

1
ト

は
『
輪
船
底
波
武
弁
砲
手
水
手
章
程
』
を
提
出
し
て
、
中
園
側
か
ら
総
兵

官
を
波
法
し
、
オ
ズ
ボ
1
ン
と
曾
同
し
て
一
切
の
事
宜
を
管
理
せ
し
め、

各
般
に

一
名
の
割
合
で
武
官
七
名
を
任
命
す
る
ζ

と
、
砲
手
に
は
湖
南
人

二
百
名
、
水
手
に
は
山
東
人
二
百
名
、
水
師
兵
に
は
満
洲
人
百
名
、
導
火

線
運
綴
係
に
は
満
洲
人
五
十
名
を
配
置
す
る

ζ

と
、
を
提
案
し
た
。
(
海

防
檎
、
第
一

一
一
一
一
一
一
銃
文
、
頁
一
一
六
)
し
か
し
結
局
は
、
次
に
述
べ
る
よ

う
な
曾
園
藩
の
意
見
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

@
曾
文
正
公
全
集
・
奏
稿
、
「
覆
陳
購
買
外
洋
般
酸
摺
」
に
、

至
於
酌
配
兵
丁
、
及
統
橋
大
員
、
臨
服
侠
輪
船
級
至
安
慶
・
漢
口
時
、
毎

船
酌
留
外
洋
三
四
人
、
令
其
司
柁
司
火
。
其
品
開
即
配
用
楚
軍
水
師
之
勇

丁、

事
習
駕
駿
。
砲
位
亦
令
楚
勇
司
放
。

と
あ
る
。
(
筒
、
こ
の
奏
文
は
、
海
防
権
、
第
一
九
時
抗
文
、
頁
二
O
l
二

一
、
及
び
夷
務
・
問
、
を
一
-
M
a
l
b
に
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
奏
文

全
鐙
を
載
せ
て
い
な
い
。
)

@
同
右
、

「預
鋒
選
波
員
弁
管
格
輸
船
摺
」
に
、

葱
援
楊
岳
斌
・
影
玉
麟
密
覆
前
来
。
査
有
統
帯
巡
湖
晶
画
提
督
街
記
名
線

丘
ハ
茶
園
群
、
勇
敢
耐
勢
。
久
隷
楚
軍
水
師
、
歴
箸
功
績
、
而
叉
籍
田
勝
康

東
、
輿
洋
人
熟
習
、
堪
以
統
轄
七
船
。
叉
査
有
副
将
街
参
終
盛
永
清
・

参
同
問
委
俊
・
参
同
府
街
措
附
撃
欧
陽
芳
・
郵
秀
校
・
周
文
鮮
・
茶
園
喜
・
惜
附

撃
街
都
司
郭
得
山
、
年
カ
精
社
。
向
鯖
茶
園
祥
節
制
、
堪
以
各
領
一

船。

と
あ
る
。
(
向
、
乙
の
上
奏
は
湖
庚
線
督
官
文
と
の
舎
奏
で
あ
る
。
ま
た
、

海
防
橋
、
第
一
五
O
競
文
、
頁
一
一
一
五
、
及
び
夷
務
・
問
、
巻
一
二
・
お

a
|
b
に
も
あ
る
が
、
奏
文
全
穫
を
載
せ
て
い
な
い
)

⑬

海

防

橋
、
第
一
八
五
競
文
、
頁
一
六
五
。

⑮

同
右
、
第
一
八
六
敏
文
、

頁
一
六
六
。

@
海
防
情
、
第
一
八
五
競
文
、
頁
一
六
五
に
、

中
園
所
買
火
輪
水
師
兵
組
、
現
在
議
定
由
中
園
濯
波
武
職
大
員
、
作
晋
同

ズ
ホ
S
Y

該
師
船
之
漢
総
統
。
並
延
英
人
阿
思
本
、
作
信
用
智
同
総
統
、
以
四
年
第

定。
と
あ
る
。

⑪
同
右
に
、

至
阿
思
本
習
中
関
管
幣
師
舶
、
所
在
用
兵
地
方
、
藤
蕗
督
撫
節
制
調

準
。
其
行
兵
進
止
、
康
随
時
面
商
、
仰
際
中
園
持
主
。

と
あ
る
。

⑫
海
防
情
、
第
一
九
八
競
文
、
頁
一
七
七
l
一
七
八
に
中
園
語
の
原
文

を
、
司
ユ
ロ
n
o
H内
己
ロ
問
円
。
。
曲
げ
O
円

H
Y

』
己
可
∞
・

5
8
-
句・、
・同
(
〉
)
司
℃
・

∞
1
8
に
英
謬
を
載
せ
て
い
る
。

@
P
Z
E
S
P
-
ロ
ロ
叩
叩
ハ
ロ
ロ
明
・
。
n
g
C
2・
5
・

- 23ー
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~室主主主翌
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証書
1
11
く
兵
器
1
;
>
<
'

}l!R11
司
子
ゴ
ピ

'

長
随

員き
程
似
国
民
話
当
主
主
盤
忠
司
令
患
1
'
)
遡
料

'
業
側
{
凹

E広告露
骨44ト

図
。
制
穏

E
幸
三吋~

~~
"♀
至
近
干
ミ

，
-主

主
主
や
謹
飾
北
'

樹
祭
主
主
話
題
，

j~
様
性
図

0
4r

lã:~話国
(
誌
や
経
企
*
'
件
〈
砕
'
荘
園
也
蛍
袋
詰
出
抑
〈
様
相
件
ト
遊
凶
器
草
原

告古8l2'
三
田
園
村
田
町

~
-:!:l<'ど

UR月間
E
壌
国
(
駁

1
j証

怪
'
送

電
球

数
。

-'J時
的。

⑧
 
J段
主主主

ffi'
総

11
干~O

お
令

{'
J!!!(

l
 1ギ
〈
。

⑧
[
[
[
+
♀
ピ
'

株
昔
話
$
~
[
i
ã
'

I:彪
'
G
R
厳
議
題
y

品~，作
業
劇
。

-'J時的。

⑧
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注
目
量
主
主
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限
Q
退
劃

~υ(;;
説話
4

穏な...0
.. ミ'

時
J
~
:
会
機

$i慢がゆ(;;:l;!
1
く

4く
み

1叶
国
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(;;IJ

-'Jヰノ
時
的
。
剣
綴
E
盟

主」

I'
S
ν

:l;!' 
G
e
r
s
o
n
，

 ot. 
ci
t.，

 pp. 
1
9
6
-
1
9
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_
j
S
O
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包

IJ(;;
怖
さ
t
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斗

J+
極

HE(;;~思
制

E副
総

F
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⑧
 

主
主
唱
さ
溢

「申!Il~縫00:
1髭
肺

~
lF図

4対
話
継

4く
齢
制
靭
~
百

三.n
llli<川~総

国主主，
1
長

\11自
社
。
隊
出
処
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巡
[
[
[
~

昔~~嘉
照
準
怖
主
主
主
根
回

(
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ー

|
く
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ー
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~
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g
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3
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尚
道
三

E
g
-
-
M・
告
白
ロ
岡
町
田
「

5
3・
3
・
2
|
怠
・
植
田
捷
雄
「
太

卒
鋭
と
外
閣
」
同
『
園
家
撃
曾
雑
誌
』
第
六
三
巻
第
一
・
二
・
三
続
、
一

九
四
九
年
、
頁
七
六
。
』
・
ω・
の
お
向
。
ミ
・
の
お
呉
句
、
.
H
H

白
血
苫
白
ミ

PRkvshM-

F
O
ロ色。ロ・戸市
w
m
由・同
V

司-
N
H
N
m
l
l
H
N
由・

⑬
上
海
の
外
人
税
務
司
制
度
に
つ
い
て
は
次
の
諸
研
究
を
参
照
し
た
。

』・開
門
司
目
立
円
σ白ロ
r
-
M
B、
白
内
出
向
島
裕
史
出
じ
民
、
~
ミ
諸
島
町
河
口
詰
同
居
間
町
、
町
民
苫
白
。
巴
白
的
H
H

M2ξovssh
口
、
『
芯
叫
ヨ
ミ
品
目
い
て
、
口
、
門
戸
~
白
血
N
l
N
白九日仏・

g
s
p
a
-

-由自由
(
O
ユ間同ロ白一-可司
Z
Z
F
印F
m
仏
』
ロ
H

由一山
ωσ
回、出回〈同『
ι
ロロ
F
〈・勺「巾帥
M
W
)

・

3
ユ
〈
金
成
正
篤
ご
八
五
四
年
上
海
に
お
け
る
《
税
務
司
》
の
創
設
|

南
京
協
陣
約
以
後
の
中
英
貿
易

と
税
務
司
創
設
の
意
義
」
『
東
洋
史
研
究
』

第
二
四
巻
第
一
一
鋭
、

一
九
六
五
年
。

の
角
的
o
p
e
-
円
F

3・
8
1ミ・

⑫

の

R印
o
p
e
-
町民
H

J

3

・

2
S
.

⑪
坂
野
前
掲
「
総
理
街
門
の
設
立
過
程
」
頁
六
因
。

⑫

国
Z
-
F
3ご
O
R
w
、
同詰町民、
時的目的宮

町、江苫白
-
b
~
両
足
曲
、
芯

h
b
司
河
町
』
柏
町

h
s
-
N円白ミ
河
ま
M
h

ミ.同門・

c.
円、。ロ
ι
o
p
S
E
.
百・∞.

⑫

夷

務

・
威
、
巻
七
八

-
n
a
。

⑧

E-『
σEr--も
円
九
九
二
司
・
念品・

⑮
の
内
「
印
o
p
q』V

丘町・・℃

-
N
8・

⑮
金
城
前
掲
論
文
、
頁
二

O
l
二
二
。

⑫
既
に
北
京
協
定
交
渉
の
頃
か
ら
、

ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
が
援
助
を
申
し

入
れ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
干
渉
に
よ
っ

て
挫
折
し
た
。
(
活
文
糊
『
中

悶
近
代
史
』
上
断

人
民
出
版
社
一
九
四
七
年
、
頁
一
九
三

l
一
九

四
)
ま
た
、
般
隊
計
劃
が
進
め
ら
れ
て
い
た
最
中
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
総
隊

を
購
買
す
る
と
い
う
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
が
、
ハ
ー
ト
の
介
入
で
中
止
さ

れ
た
。

(Fa-口、・円九同
J

H

Y

H

U

)

⑮

富

市

g
o『

B
E
g
-
σ
可

F
m
q
-
N
H河
町
川
(
切
)
-
H
Y
F

⑮
吉
丸
・
・

u・
H

・

@
の
・
司
O
H
句
、
町
三
与
、
由
民
芸
守
白
p
b
w
H
R
地
。
と
呂
田
師
、

3
3
h
a
-
N句匂
N
l

同匂
m
u・円、。ロ品
o
p
Sち
・
に
詳
し
い
。

@

E

F
口
、
忌
ニ
志

-
S
lち・

@
海
防
権
、
第
三
八
時
抗
文
、
頁
四
六
の
上
識
に
、

洋
約
百
京
税
、
侠
徴
有
成
数
、
創
悟
周
錦
補
各
閥
之
款
、
以
昭
面
撤
質
。

と
あ
る
。

@
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ア
ヘ
ン
か
ら
の
税
牧

入
が
最
終
的
財
源
と
さ
れ
た
が
、
嘗
面
は
関
税
牧
入
が
割
り
嘗
て
ら
れ
た

の
で
、
と
も
す
れ
ば
ア
ヘ
ン
と
の
関
連
を
見
失
い
が
ち
な
と
と
。
第
二

に
、
海
防
橋
を
観
る
か
ぎ
り
、
ハ
ー
ト
の
ア
ヘ
ン
徴
税
法
全
世
を
知
る
と

と
が
で
き
な
い
と
と
。

鋒
緋
夷
務
始
末
と
つ
き
合
わ
せ
て
、
は
じ
め
て
ア

ヘ
ン
と
の
密
接
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
。

@
田
中
正
俊
「
中
園
祉
舎
の
解
睦
と
ア
ヘ
ン
戟
64
」
(
岩
波
講
座
『
世
界

歴
史
』
第
二
一
巻
一
九
七
一
年
)
に
詳
し
い
。

⑧
海
防
信
第
五
競
文
、
頁
八
。

@
夷
務
・
威
、
巻
七
九
・
お
a
|
μ
b
に
、
『
清
製
七
件
』
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ア
ヘ
ン
徴
税
法
に
閲
す
る
ハ

I
ト
の
提
案
が
記
載
さ
れ
て
加
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
ト
は
二
通
り
の
徴
税
法
を
考
え
て
い
た
。

叶
は
、

入
港
時
に
毎
箱
六
十
雨
と
い
う
重
税
を
課
し
、
そ
の
後
は
一
切
徴
税
し
な

い
と
い
う
も
の
。
同
は
、
小
論
引
用
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
洋
税
三
十

雨
、
華
税
十
五
雨
を
徴
牧
し
、
以
後
、

通
商
港
の
所
属
す
る

「
府
」
内
で

- 25-
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は
徴
税
し
な
い
と
い

う

も
の
。
(
但
し
、

該
府
外
で
の
徴
税
コ
営
該
地
方

官
に
委
任
す
る
)
引
用
文
中
で
口
の
方
法
が
引
か
れ
て
い
る
と
と
か
ら
判

断
す
る
な
ら
ば
、

ハ
ー
ト
は
付
よ
り
も
同
の
方
法
を
好
ま
し
く
考
え
た
ら

し
い
。

⑨

夷

務

・
威
、
を
七
九

・
μ
a。

⑬

宮

内
務

・
威
、
巻
七
三

-u
aの
総
理
街
門
の
奏
文
に、

z
l

ド

ダ

ゆ
1

・A

査
臣
等
前
後
吸
吟
明
日
頃
眠
情
、
世
帯
暗
唱
噺
之
信
、
曇
遜
粟
帖
四
件
。
一

係

自
擬
洋
繋
税
緋
法
。
請
酌
{
疋
得
中
之
数
。

と
あ
る
。

⑬

の
史
的

o
p
e
円

F

3・
H
E
I
H
S
-

⑮

戸
田
予
与
・
円
九九

-
E-
5
1
5・

⑪

の
2
8
2・
尋

問凡h
J

司・円四叶・

⑫
海
防
世
畑
、
第

一
二
三
競
文
、
頁
一

O
七。

@

F
gJ
ミ
v
h
p
-
u
-
H
N・

a
u

h
守
民
民
・

-
H
Y
H由

@

の巾『∞
c
p
q
v・円九月・・℃・

5N-

a一U
F
白
可-
b
も・

円む・・

円}
-

H

白・

(
⑪
海
防
橋
、
第
二
六
九
競
文
、
頁
二
六

O
。

⑧

F
ミ
-
S-hp
E・
g
-
H
N

⑮

〉
問
『
2
5
3円

g
z「
E
Z
g
Z門宅巾
g
g「・
戸
田
可
白
ロ
品
。
白
百
円
白
吉

。
目
F
R
P
F
Oロ己
o
p

』

g
Eミ
5
・

5
8・
匂
・、

-m
(〉)
・司・叶・

総
理

街
門
に
提
出
さ
れ
た
漢
諜
は
、
海
防
檎
、
第

一
八

一
一
吹
文
、
頁
一
五
八
|

芳

ズ

一
五
九
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
向
、

第
五
僚
が
漢
誇
で
は
、
「
如
有
阿
国
心

d
F
l
y

ν

 

本
不
能
照
緋
之
事
、
則
李
泰
閥
未
使
柿
皇
制
」

と
あ
り
、

英
語
原
文
と
の

聞
に
微
妙
な
差
異
が

あ
る
と
と
に
つ
い
て
、

坂
野
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

(前
掲

「『ロ
パ
l
ト

・
ハ
1
ト』

補
論
」

注
①
)

第
七
時
休
か
ら
第

一
三
位
慨
を
次
に
記
し
て
お
く。

第
七
傑
。
オ
ズ
ボ

i
y
の
部
下
は
彼
の
許
可
が
-
な
け
れ
ば
、
自
由
に
行
動

で
き
な
い。

彼
ら
が
抽
出
め
オ
ズ
ボ

1
ン
に
意
見
を
求
め
て
必
要
な
命
令

を
受
け
る
と
と
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
彼
ら
が
要
求
す
る
行
動
を
レ

イ

は
承
認
し
な
い
。

第
八
傑
。
中
園
の
官
吏
が
艦
隊
の
士
官
や
乗
組
員
に
射
し
て
申
し
立
て
る

い
か
な
る
不
満
を
も
、
取
り
調
べ
る
と
と
に
、

レ
イ
と
オ
ズ
ボ

1
ン
は

同
意
す
る
。

第
九
僚
。
般
隊
は
西
洋
式
な
の
で
、
掲
げ
る
旗
は
西
洋
式
で
あ
る
こ
と
が

不
可
絞
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
鐙
除
の
有
数
性
を
保
つ
た
め
に
、
そ

し
て
第
二
に
、
外
園
か
ら
嘗
然
の
敬
意
を
以
て
み
ら
れ
る
た
め
に
、
そ

れ
は
必
要
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
旗
は
緑
色
で
、
二
本
の

黄
色
い
針
角

線
、
そ
し
て
、
中
央
に
は
帝
図
の
主
円
い
龍
が
描
か
れ
る
と
い
う
案
に
、

レ
イ
は
同
意
し
た
。
緑
色
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
西
洋
の
軍
隊
は
め

っ

た
に
そ
の
色
を
使
わ
な
い
の
で
、
他
の
い

か
な
る
国
旗
と
も
混
同
さ
れ

る
と
と
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第

一
O
際
。
艦
隊
の
四
年
間
分
の
給
料
と
維
持
費
と
を
確
保
す
る
た
め
、

で
き
る
限
り
早
く
、
保
澄
金
の
総
額
を
皇
帝
か
ら
受
け
と
る
と
と
を
レ

イ
は
約
束
す
る
。
嘗
分
の
間
は
、
装
備
さ
れ
た
舶
を
、
経
叫
憾
の
正
賞
な

要
求
の
た
め
に
、
捨
保
と
看
倣
す
。

第

一一

傑
。
レ

イ
或
は
オ
ズ
ボ

1
ン
の
い
す
れ
か
が
死
ん
だ
場
合
、
中
園

皇
帝
の
構
成
に
よ
り
結
ぼ
れ
る
と
れ
ら
の
傑
項
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
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も
放
力
を
失
わ
な
い
。

第
一
二
係
。
と
の
同
意
篠
項
、
正
式
な
同
意
協
定
、
印
刷
さ
れ
た
通
達

は
、
北
京
で
皇
帝
に
よ
り
正
式
に
裁
可
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
る
の

ち
、
オ
ズ
ボ

1
ン
は
、
皇
帝
の
命
令
の
下
で
、
艦
隊
を
指
揮
す
る
と
と

を
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
二
僚
。
オ
ズ
ボ
l
ン
が
司
令
官
在
任
中
に
病
死
し
た
場
合
、
彼
の
未

亡
人
と
遺
児
と
に
劃
し
て
、
補
助
金
を
輿
え
る
よ
う
に
、
レ
イ
は
中
園

皇
帝
に
推
奨
す
る
。

⑩
海
防
措
、
第
一
八
五
披
文
、
頁
一
六
四
。

⑩
海
防
措
、
第
一
八
三
競
文
、
頁
一
六
一
。

⑩

切

-NW-b(〉
)
・
匂
匂
・
叶
|
∞
・

⑩

HFR-
甘

-
u・

⑩

』
d
R
J
H
y
p

⑮
戸
田
可
昨
O
M
V
ユ
ロ
ロ
叩
関
口
口
明
』
ロ
ロ
巾

N
P
5
8・
NW・
、
・
河
(
〉
)
・
円
v
・
g-

⑩
嘗
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
ゴ
ー
ド
ン
大
佐
(
の
O
}
O
ロ
色
。

o
E
Cロ
)
の
率
い
る

常
勝
軍
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
承
認
の
も
と
に
封
太
卒
天
国
軍
事
活
動
に
参

加
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
常
勝
軍
は
江
蘇
巡
撫
李
鴻
章
の
指
揮
下
に
あ

っ
た
。
と
れ
を
前
例
に
ひ
い
て
、
艦
隊
も
地
方
督
撫
の
指
揮
下
に
置
か
れ

る
べ
き
こ
と
を
総
理
街
門
は
要
求
し
た
。
レ
イ
は
と
れ
に
鈎
し
て
、
現
吠

の
よ
う
な
常
勝
軍
の
在
り
方
が
、
艦
隊
計
劃
、
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
中

園
政
策
に
と
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
と

e

ブ
ル
ー
ス
に
忠
告
し
た
。
し
か

し
、
再
三
に
亙
る
レ
イ
の
忠
告
・
抗
議
に
も
拘
ら
ず
、
常
勝
軍
の
在
り
方

は
製
わ
る
と
と
が
な
か
っ
た
。
乙
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
鑑
隊
事
件
後
、

レ
イ
と
，ブ
ル
ー
ス
と
の
聞
に
乳
繰
が
生
じ
た
。
(
戸
白
〕
〉

S-
町民
H

-

司
・
ミ
)

⑩
坂
野
前
掲
『
近
代
中
園
政
治
外
交
史
』
頁
二
五
七
。
「
中
園
を
英
図

の
外
交
官
は
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
|
マ
カ
i
ト
ニ

1
使
節
圏
の
涙
遺

か
ら
辛
亥
革
命
ま
で
」
坂
野
正
高
・
衛
藤
溶
吉
共
編
『
中
園
を
め
ぐ
る
園

際
政
治
|
映
像
と
現
寅
』
東
京
大
事
出
版
禽
一
九
六
八
年
(
後
に
前

掲
『
近
代
中
圏
外
交
史
研
究
』
に
再
録
)
な
ど
を
参
照
し
た
。

⑩

F
S
-
S・町民同・
¥
6
8巾
E
m巾
B
R
E
C匂O
ロ
。
ロ
門
司
o
-
5
1
(
3・

怠

-
g
)

⑩
植
田
捷
雄
『
在
支
列
図
擢
盆
概
読
』
巌
松
堂
書
広
一
九
三
九
年

頁
一
八

O
l
一
八
二
。

⑩
幼
方
直
吉
・
遠
山
茂
樹
・
田
中
正
俊
編
『
歴
史
像
再
構
成
の
課
題
|
墜

史
事
の
方
法
と
ア
ジ
ア
』
(
御
茶
の
水
書
房
一
九
六
六
年
)
所
牧
の
、

遠

山
茂
樹
論
文
、
芝
原
拓
自
・
藤
田
敬
一
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪
坂
野
正
古
両
氏
に
よ
る
一
連
の
「
総
理
街
門
」
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
掲

の
拙
稿
(
注
①
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫
陳
文
進
「
清
代
之
総
理
街
門
及
其
経
費
」
(
『
中
園
近
代
経

済

史
研
究

集
刊
』
第
一
巻
第
二
期
、
一
九
三
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
総
理
街
門
の
総
牧

入
(
一
八
六
三
年
度
)
は
次
表
の
と
お
り
。

時

雨
一
額一

m
一
日
一
幻
一

ω
一
ω
一白

九
位
一
金
一

7

一
ω
一
8

一
5

一
14

一
I

l

l

i

-
-
-

明

一
目
玉
一
欄

7
7
7
7

同
士
一
時
巨
隔
医
区
医

理

一

買

一

一

線

11F
「
|
μ
|
同
|

⑮
坂
野
前
燭
『
近
代
中
園
政
治
外
交
史
』

- 27ー

銀江開 | 340 
自由

漸海側| 6，306 

紗
1，535 

1，207 

小 計 |ω96

事E 計 I52，ω 

頁
二
七
二
|
二
七
回。



192 

⑩

同

右
、
頁
二
六
六
c

⑩
鑑
隊
計
釧
に
制
到
す
る
漠
入
信
慣
の
反
射
に

つ
い

て
は
、
ロ
ロ
質
強
前
掲

書、

頁
八
九
|
九
九
に
詳
し
い。

⑩

∞
E
n
m
g
p戸田
印
巾

-
Y
Z
O〈
ぬ
召

σ
2
I
5・
5
8・
∞

h
同
(
〉
)
・
司
-
N
H
・

⑪

な
R
J
司・

N
品・

⑩

呂

質

強

前

掲

書

頁

一一

八。

⑩
波
多
野
義
ヱ
人
「
北
洋
軍
閥
の
成
立
過
程
」

『
名
古
屋
大
摩
文
事
部
肝
究

論
集
』
史
事
向、

一
九
五
三
年

(
の
ち
『
中
園
近
代
軍
閥
の
研
究
』
河
出

書
房
新
紅

一
九
七
三
年
に
再
録
)
を
参
照
し
た
。
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The Significance of the Lay-Osborn Flotillain the History

　　　　　　　　　　

of Sino-British Relations

　　　　　　　　　　　　　　　　　

HiｒｏｍａｓａＩｎｏｕe

　

In 1861 the newly-established Tsungli Yamen （總理衝門, the Foreign Board)

proposed ａ scheme of purchasing ａ small fleetof χiVestern-stylevessels to aid in

suppressing the Taiping rebels. This was an ｅχpression of the Yamen's policy

of assigning firstpriority to overcoming the Taiping forces. The flotillascheme

was entrusted to Ｈ. N. Lay, the Inspector-General of (Maritime) Customs, who

was then in England on leave. Captain Sherard Osborn, who had got to know

Lay during the Arrow War, received ａ mandate to organize the flotillaas opera-

tional commander, hence it came to be known as the“Lay-Osborn Flotilla”.

The scheme became entangled in a dispute concerning authority over the flotilla

between Lay and the Chinese government ; eventually the ships were returned and

put up for sale and Lay was dismissed from his post on account of the affair｡

　

This study aims to clarify the diplomatic significance of the flotillaincident,

which has been studied up to now mainly from the viewpoint of the development

of the Chinese navy. From an assessment of the role of the opium trade, the

revenues from which were allocated to pay for the flotilla,the author concludes

that the Inspector General was essentiallyａ mouthpiece for Britishinterests in

China. Through an anlysis of the“Thirteen Agreement” entered into by Lay and

Osborn, the author alsoｅχamines the new developments in British China policy

dating from this time.

- １

　

－



　

The policy of Britain during the Dao-guang 道光and Xian-feng 咸豊periods,

which was based on an overoDtimistic view of the Dotential of the Chinese market

and involved the frequent use of armed force･ began to change in the late 185O's

under the influence of the Mitchell report (1852)｡

　

Britain's new policy was to take advantage of the diplomatic pressure exerted

ty the foreign legations in Peking. To this end it was indispensable that the cen-

tral government be both co-operative with the foreigners and strong enough to

･control the provincial authorities.It was natural for Britain to aim at strengthen-

ing the Tsungli Yamen under the leadership of Prince Kung 恭親王.The “Thir-

teen Agreement"， which the Chinese government found arrogant, also aimed to

Tjolsterthe authority of the Tsungli Yamen (especially Article Four)｡

　

The author feelslittledoubt that the flotillascheme was the 趾St expression of

the new British China policy. albeit indirectly by Lay who acted as the repre-

sentative of British interests. From its failure.Britain learned about the com-

plicated structure of late Qing government, notably about the weakness of the

Tsungli Yamen in comparison with the provincial governors (in particular Zeng

<juo-fan曾國藩and Li Hong-zhang 李鴻章). It became necessary for Britain,

■which until this point had dealt only with the Tsungli Yamen, to reconsider its

policy in the light of this new understanding.
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